
「
治
」

よ
り
「
理
」

~ 

|
|
陸
賛
・
王
安
石
・
朱
蕉
|
|

木

下

銭

矢

序

嘗
時
の
大
き
な
歴
史
の
轄
固
に
ぴ
た
り
と
合
っ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
は
ど
ち
ら
が
原
因
と
も
結
果
と
も
つ
か
ぬ
「
形
影
」
の
閥
係
を
以
て
人
々
の
思
考
に
一
つ
の
委
を
刻
み
出
し
て
行
く
。

歴
史
と
は
皮
肉
な
も
の
だ
。

偶
然
に
起
こ
っ
た
と
し
か
語
い
よ
う
の
な
い
事
件
が
、

- 27ー

十
重
八
重
に
重
な
り
合
?
た
集
圏
を
矯
し
て
人
は
暮
し
を
立
て
て
い
る
。
集
圏
の
集
積
に
よ
る
個
々
の
暮
ら
し
へ
の
匪
力
が
増
し
、
治
凱
興

亡
が
繰
り
返
さ
れ
て
行
く
時
、
集
圏
の
命
運
を
自
費
的
に
明
ら
め
、
そ
の
命
運
に
開
輿
す
る
こ
と
を
お
の
が
使
命
と
し
て
志
す
精
神
的
営
震
が

生
ま
れ
、
一
つ
の
思
考
分
野
を
形
成
し
て
行
く
。
我
々
は
こ
れ
を
「
政
治
事
的
思
考
」
と
呼
び
た
い
。

中
園
の
先
秦
時
代
よ
り
一
貫
す
る
撃
的
管
震
の
中
心
に
こ
の
よ
う
な
政
治
率
的
思
考
が
根
深
く
働
い
て
い
た
こ
と
は
、
今
更
め
く
に
し
て

も
、
中
園
に
生
死
し
た
人
士
の
思
考
の
歴
史
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
時
に
、
や
は
り
先
ず
は
確
認
し
て
お
く
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
1〉

本
稿
の
目
的
は
、
唐
{
木
襲
革
期
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
時
代
に
こ
の
政
治
事
的
思
考
が
ど
の
よ
う
に
轄
回
し
た
か
を
見
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。

--
2

-

J

、

み
J
J
I
1
t

一
つ
の
大
き
な
「
流
れ
」
を
篤
し
て
轄
回
し
た
と
整
序
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
個
々
の
政
治
撃
的
な
営
み
に
お
け
る
轄
回
が
重
な
っ
て

大
き
な
轄
回
に
な
っ
て
行
っ
た
と
見
た
い
。

467 

我
々
が
見
定
め
、

こ
こ
で
示
し
た
い
、

そ
の
轄
回
を
、

忽
ま

我
々
は
い
く
ぶ
ん
生
な
表
現
で
は
あ
る
が
、

「
治
」
か
ら

「理」

'̂-、

と
ま
と
め
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た
。
こ
の
表
現
に
は
次
の
よ
う
な
三
つ
の
位
相
が
含
ま
れ
る
。

ω皇
帝
・
闇
家
の
相
貌
が

「治
め
る
」
者
か
ら
「
理
め
る
」
者
へ
と
饗
わ
司
た
。
宮
崎
市
定
氏
は
、
徳
宗
期
前
後
、
唐
王
朝
国
家
は
「
武

(
2
)
 

へ
と
襲
貌
し
た
と
さ
れ
る
。
我
々
の
言
葉
で
は
、
統
治
圏
家
か
ら
行
政
園
家
へ
、
皇
帝
に
印
し
て
言
え
ば
、
超

力
園
家
」
か
ら
「
財
政
園
家
」

越
的
統
治
者
か
ら
行
政
園
家
の
一
機
閥
へ
、

と
な
る
。

そ
の
言
語
活
動
の
全
般
に
お
い
て
「
治
」
が
強
制
的
に

「
理
」
に
換
え
ら
れ
た
。

ω唐
代

、

貞

観

二

三

年

(

六

四

九

〉

に

太

宗

の

後

を

縫

い

で
即
位
し
た
高
宗
の
誇
が

「治
」
で
あ
っ
た
た
め
、
中
園
の
政
治
事
的
思
考
に
と
っ
て
は
中
心
語
と
も
言
う
べ
き
こ
の
語
の
使
用
は
タ
ブ
!
と

こ
れ
が
憲
宗

・
元
和
元
年
(
八

O
六
)
ま
で
お
よ
そ
百
五
十
年
程
績
い
た
の
で

「理」

が
そ
れ
を
避
け
る
換
え
字
と
し
て

使
用
さ
れ
、

な
り
、

あ
る
。
言
語
活
動
や
思
考
活
動
の
歴
史
自
身
の
服
絡
か
ら
は
そ
れ
が
起
こ
る
特
別
の
必
然
性
が
な
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
事

件
」
で
あ
っ
た
。

ω中
闘
の
政
治
撃
的
思
考
の
中
心
語
が
「
治
」
か
ら
「
理
」
に
換
っ
た
。

む
ろ
ん
こ
れ
ら
の
輔
回
は
す
ん
な
り
と
行
っ
た
の
で
は
な
い
。
政
治
事
的
思
考
の
轄
回
は
、

(

3

)

 

繰
り
返
し
の
中
で
果
た
さ
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
い
つ
も
深
刻
な
政
治
闘
争
の
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「
理
事
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
朱
子
事
」
の
成
立
で
あ
る
。

先
ず
、
古
典
的
な
テ
キ
ス
ト
に
観
察
さ
れ
る
「
治
」
と
「
理
」
の
蓮
い
を
用
例
に
就
い
て
分
析
す
る
。

l 

最
初
に
、
次
の
二
貼
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。(
4〉

ω
「
理
、
治
也
」
と
い
っ
た
古
典
的
な
「
訓
詰
」
の
存
在
か
ら
、

「
理
」
と
「
治
」

は
同
じ
な
の
だ
と
い
う
議
論
の

出
て
来
る
恐
れ
が
あ



也
」
と
い
う
の
は
、

る
。
し
か
し
そ
れ
は
「
訓
詰
」
と
い
う
も
の
を
誤
解
す
る
所
に
出
る
穆
論
で
あ
る
。

一
般
的
な
認
定
で
は
な
く
、
特
定
の
テ
キ
ス
ト
中
の
特
定
の
「
理
」
に
つ
い
て
の
解
説
な
の
で
あ
る
。

「
理
、
治
也
」
と
わ
ざ
わ
ざ
注
四
押
す
る
の
は
、
嘗
の
本
文
中
の
「
理
」
が
普
通
の
意
味
で
は
取
り
に
く
い

「
訓
詰
」
と
は
基
本
的
に
「
注
緯
」
で
あ
り
、

「
理
、
治

「
理
」
は
通
用
語

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら

と
い
う
前
提
が
あ
っ
て

こ
こ
は
「
治
」
で
捉
え
る
と
宜
し
い
、

と
い
う
「
注
樟
」
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
訓
詰
は
、

「理
H

治
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「
こ
こ
で
は
理
↓
治
」
と
い
う
指
示
な
の
で
あ
り
、
こ
の
指
示
が
行
わ
れ
る
前
提
に
は

「
普
通
で
は
理
林
治
」
と

い
う
共
通
理
解
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

(
5〉

ω中
園
の
古
典
文
に
は
「
文
法
」
が
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
確
か
に
一
語
が
名
詞
あ
る
い
は
動
詞
あ
る
い
は
形
容
詞
、

時
に
は
「
亮
・
舜
」
な
ど
と
い
う
固
有
名
詞
が
動
詞
と
し
て
現
わ
れ
る
な
ど
、

一
見
す
る
と
こ
ろ
「
品
詞
」
な
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

(
6〉

作
者
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
に
「
品
詞
分
け
」
の
意
識
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
大
旨
名
調
と
し
て
使
わ
れ
る
語
は
や
は
り
そ
れ
と

述
・
分
析
し
得
る
「
品
詞
分
類
事
」
が
確
立
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
「
文
法
」
が
な
い
な
ど
と
は
一
吉
え
ま
い
。

働
き
方
の
特
徴
を
見
定
め
る
た
め
に
、
「
品
詞
」
分
析
を
行
う
こ
と
は
十
分
に
-
一
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
多
く
の
字
書
・
僻
書
に

〈

7
)

品
詞
分
析
が
見
ら
れ
な
い
現
献
で
は
、
十
分
に
巌
密
で
あ
る
こ
と
を
求
め
れ
ば
、
分
析
を
必
要
以
上
に
煩
演
な
も
の
に
し
よ
う
。
以
下
の
品
詞

お
お
ま
か
に
せ
よ
そ
の

- 29ー

し
て
、

大
旨
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
語
か
ら
そ
の
働
き
方
の
貼
で
区
別
さ
れ
て
い
た
と
我
々
は
考
え
る
。

現
に
そ
の
言
語
意
識
を
巌
密
に
記

分
け
を
含
む
分
析
は
、
あ
く
ま
で
も
「
治
」
と
「
理
」
の
遣
い
を
明
確
に
す
る
と
い
う
具
瞳
的
な
範
圏
内
で
の
有
数
性
を
求
め
る
「
試
論
」
で

あ
る
。

2 

『
論
語
』
で
は

「
治
」
は
六
例
、

「
理
」
は
出
て
こ
な
い
(
恰
傍
燕
京
厚
祉
『
論
語
引
停
』
〉
。

「
治
」
字
の
例
を
す
べ
て
あ
げ
て
お
く
。

469 

1 

ω可
使
治
其
賦
也
(
公
冶
長
)

ω舜
有
臣
五
人
雨
天
下
治
(
泰
伯
)

ω子
言
衛
霊
公
之
無
道
也
、
康
子
日
、
夫
如
是
、
実
而
不
喪
、
孔
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子
日
、
仲
叔
圏
治
賓
客
、
祝
舵
治
宗
廟
、
王
孫
買
治
軍
放
、
夫
如
是
、
実
其
喪
(
憲
問
)

(

8

)

 

ωお
よ
び

ωの
四
例
は
他
動
詞
、

ωは
自
動
詞
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

ωに
つ
い
て
は
、
「
無
魚
市
治
天
下
者
」
と
取
る
の
が
安
嘗
と
も
思
え

る
が
、

ωを
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
「
無
篤
而
天
下
治
者
」
と
も
取
れ
る
。

ωの
よ
う
に
自
動
詞
と
し
て
も
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

「
治
」
と

い
う
語
の
理
解
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
黙
を
、
川
仰
の
例
の
よ
う
に

「無
償
周
」
と
い
う
語
と
結
び
附
き
得
る
と
い
う
貼
と
併
せ
て
考
え

る
と
、
こ
の
語
は
む
し
ろ
強
い
行
震
性
を
も
た
な
い
、
行
魚
封
象
と
し
て
の
目
的
語
を
特
に
要
求
し
な
い
動
詞
、
す
な
わ
ち
或
る
肱
態
の
お
の

ω無
潟
而
治
者
、
其
舜
也
輿
(
衡
鐙
公
〉

ず
か
ら
な
る
賓
現
と
持
績
を
謂
う
「
朕
態
動
詞
」
と
で
も
い
っ
た
側
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

2 

『
孟
子
』
で
は
、

川
高
-
章
篇
下
・
第
一
候
、

「治」

は
四
三
例
、

「理」

は
七
例
(
喰
併
燕
京
皐
祉
『
孟
子
山
引
停
』
〉
。
先
ず

「
理
」
の
用
例
を
示
す
と、

「
金
聾
也
者
、
始
篠
理
也
」
以
下
に
「
篠
理
」
と
い
う
形
で
四
例
、

ω告
子
篇
上

・
第
七
僚、

者
何
也
、
調
理
也、

義
也
、

:
:
:
故
理
義
之
悦
我
心
、
猶
第
象
之
悦
我
口
」
に
二
例
、

ω童
心
篇
下
・
第

一
九
篠
、

「心
之
所
同
然

「
務
稽
日
、
稽
大
不

- 30-

理
於
口
、
孟
子
目
、
無
傷
也
、

土
憎
弦
多
口
」
の
一
例
。

ω
「
不
理
」
の
「
理
」
は
「
す
ら
す
ら
と
い
く
」
、
あ
る
い
は

ωの
例
を
利
用
す
る
な
ら
「
篠
理

立
つ
」
と
い
う
意
味
の
「
朕
態
動
詞
」
の
例
で
あ
ろ
う
。
一
音
楽
の
流
れ
の

「筋
目
立
ち
」
が

ωの
「
僚
理
」
で
あ
り
、

ω以
外
は
全
て
名
詞
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

ロ
か
ら
出
る
言
語
一音
の

流
れ
が
「
筋
目
立
た
な
い
」
と
い
う
の
が

ωの
「
不
理
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
説
文
解
字
』
に
は
、

「
理
、
治
玉
也
」
(
一
篇
上
)
と
云
う
。

『
韓
非
子
』
和
氏
篇
に
は
「
王
乃
使
玉
人
理
其
瑛
而
得
賓
駕
」、

『
戦
園
策
』

秦
策
三
に
は
「
鄭
人
謂
玉
之
未
理
者
瑛
」
と
い
う
他
動
詞
と
し
て
の
「
理
」

の
用
例
が
あ
る
。

『
説
文
解
字
』
の
「
理
、
治
玉
也」

ま
た
「
順
、

理
也
」

(
九
篇
上
〉
下
の
段
玉
裁
の
「
注
」
は
、

「
理
」
の
意
味
は
衣
の
よ
う
な
脹
絡
で

動
詞
か
ら
名
詞
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
す
る
。
先
ず

「
理
」
と
は
「
切
り
分
け
る
(
割
析
ど
と
い
う
意
味
の
他
動
詞
で
あ
る
。
玉
を
切
り
分

け
る
と
い
う
作
業
が
積
み
重
な
れ
ば
、
人
は
習
熟
し
て
、
そ
の
物
に
お
の
ず
か
ら
備
わ
る

「
切
れ
目
」
を
見
つ
け
、

そ
の
切
れ
目
に
沿

っ
て
切

り
分
け
れ
ば
、
よ
り
良
く
そ
の
作
業
が
進
む
こ
と
を
知
る
に
至
る
。
動
調
の

「
理
」
と
は
、

こ
の
よ
う
な
経
験
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
物
の
切
れ



自
に
沿
っ
て
物
を
切
り
分
け
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
そ
の
物
の
「
切
れ
目
」
自
瞳
を
も
こ
の
「
理
」
と

(

9

)

 

い
う
言
葉
が
示
す
こ
と
と
な
り
、
名
詞
と
し
て
の
「
理
」
が
成
立
す
る
、
と
。

『
荘
子
』
養
生
主
篇
の
有
名
な
「
庖
丁
」

の
話
、
牛
の
肉
瞳
を
解
瞳
す
る
際
に
そ
こ
に
嘗
て
て
行
け
ば
神
業
の
如
く
解
瞳
作
業
の
進
む
牛
の

肉
瞳
の
「
切
れ
目
」
、
各
部
瞳
の
「
極
ぎ
目
」
が
「
天
理
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
、
段
氏
の
読
明
を
補
強
し
よ
う
。

『
孟
子
』
に
も
.
と
れ
ば
、

「
治
」
の
ほ
と
ん
ど
は
「
治
天
下
」

「
治
園
家
」

「
治
其
園
」

「
治
民
」

「
治
水
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、

見
す
る
と
こ
ろ
他
動
調
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。
た
だ
、
寓
章
篇
上
の
第
五
僚
に
、

事
章
日
く
、
尭
の
天
下
を
以
て
舜
に
興
う
る
は
、
こ
れ
有
る
か
。
:
:
:
日
く
、
之
に
祭
を
主
ら
使
む
れ
ば
百
紳
之
を
享
く
、
是
れ
天
之
を

3 

受
く
る
な
り
、
之
に
事
を
主
ら
使
む
れ
ば
、
事
治
ま
り
て
、
百
姓
之
に
安
ん
ず
、
是
れ
民
之
を
受
け
る
也
、

と
云
う
う
ち
、

「
使
之
主
事
市
事
治
、

百
姓
安
之
」
の
「
治
」
は
「
賦
態
動
詞
」
と
し
て
の
自
動
詞
的
な
用
法
の
例
で
あ
ろ
う
。

こ
の
例
に
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は
、
告
子
篇
下
・
第
七
僚
の
「
入
其
彊
、
土
地
辞
、

田
野
治
、
養
老
舎
賢
、
俊
傑
在
位
」
の
一
例
が
加
わ
る
だ
け
で
あ
る
が
、

「
治
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
が
自
動
詞
を
一
方
の
極
と
す
る
「
他
動
詞
」
、
つ
ま
り
基
本
的
に
動
詞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
康
文
公
篇
下
・

第
九
僚
の
「
天
下
之
生
久
実
、

一
治
一
観
」

の
例
に
よ
れ
ば
、

「
治
」
が
「
凱
」
に
劃
す
る
語
と
し
て
現
わ
れ
、
な
お
一
層
「
朕
態
動
詞
」
と

し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
と
め
る
な
ら
、

「
治
天
下
」

「
治
園
家
」

「
治
其
園
」

「
治
民
」

「
治
水
」
な
ど
の
他
動
調
と
見
ら
れ
る
「
治
」
も
、

こ
ち
ら
が
行
篤
者

と
し
て
特
定
の
強
い
行
震
を
一
方
的
に
相
手
に
加
え
る
と
い
う
意
味
で
の
他
動
詞
で
は
恐
ら
く
な
い
。
む
し
ろ
動
く
主
瞳
は
「
天
下
」
な
ど
で

あ
っ
て
、
そ
の
動
き
を
「
治
」
の
賦
態
に
向
か
わ
せ
、
安
定
さ
せ
る
と
い
う
「
援
助
行
矯
」
を
、

こ
れ
ら
他
動
詞
と
し
て
の
「
治
」
は
一
意
味
す

る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
援
助
」
を
得
て
、

「
天
下
は
治
ま
る
」
あ
る
い
は
「
事
治
ま
り
て
百
姓
は
之
に
安
ん
ず
」
る
。

つ
ま
り
同
じ
脈
絡

の
中
で
「
治
」
が
自
動
詞
と
し
て
現
わ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
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「
援
助
行
震
」
の
理
想
は
、
出
し
ゃ
ば
り
過
ぎ
て
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
、

そ
の
行
震
性
を
最
小
限
に
ま
で
薄
め
る
こ
と
で
あ
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る

『
論
語
』
の
「
無
漏
而
治
者
、
其
舜
也
興
」
(
引
用

1ω
〉
と
い
う
言
い
方
も
、
他
動
詞
と
し
て
の
「
治
」
が
「
援
助
行
馬
」
を
一意
味
す
る

と
い
う
貼
か
ら
よ
く
理
解
出
来
よ
う
。
こ
の
種
の
設
想
は
、
例
え
ば
『
向
書
』
武
成
篇
の
「
垂
扶
而
天
共
治
」
や
『
周
易
』
繋
僻
下
俸
の
「
黄

一
一
帝
尭
舜
垂
衣
裳
市
天
下
治
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
、

「治
」
と
い
う
言
葉
の
重
要
な
語
感
を
形
成
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

一方、

「
理
」
の
方
は
、
非
常
に
強
い
行
漏
性
を
持
つ
他
動
詞
で
あ
り
、

そ
の
行
漏
が
針
象
瞳
に
見
つ
け
、
従
う
べ
き
「
切
れ
目
」
を
意
味

す
る
名
詞
で
あ
る
。
多
く
の
古
典
的
な
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
雨
方
の
用
例
が
現
わ
れ
る
。
し
か
し
す
で
に
名
詞
と
し
て
の
用
例
が
む
し
ろ

(

日

〉

主
要
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
語
感
で
は
名
詞
性
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
名
詞
と
し
て
の
使
用
が
康
が
り
、
何
で

あ
れ
物
事
そ
の
も
の
に
備
わ
っ
て
い
る
「
切
れ
目
立
ち
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
意
味
が
確
た
る
質
瞳
性
を

槽
び
る
よ
う
に
な
っ
て

「筋
目
立
ち
」

「
篠
理
」

「
秩
序
立
ち
」

「秩
序
」

「
理
法
」
と
成
っ
て
来
る
と
、

そ
れ
が
他
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る

場
合
に
も
影
響
し
て
、
車
に

「切
り
分
け
る
」
と
い
う
よ
り
も
、
現
に
有
る
べ
き

「切
れ
目
立
ち
」

「
秩
序
」
を
目
指
し
て
「
切
り
立
て
る
」
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行
錆
ヘ
と
一
意
味
が
襲
化
す
る。

「
切
り
分
け
る
」
と
い
う
行
局
に
跡
。
つ
け
る
と
い
う
形
で
臆
さ
れ
て
い
た
「
有
る
べ
き
切
れ
目
立
ち
」
が
名
詞

化
し
て
前
面
に
現
わ
れ
、
従
う
べ
き
「
規
範
」
と
な
り
、

「
理
」
な
る
行
震
は
、
規
範
と
し
て
の
「
理
」
に
従
い
、
目
指
す
行
魚
と
な
る
。

儒
翠
系
の
文
献
で
は

『
周
易
』
の
「
十
翼
」
の
部
分
に
こ
の
段
階
で
の
「
理
」
の
用
例
が
主
要
な
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。

4 

ω君
子
賞
中
通
理
、
正
位
居
韓
、
美
在
其
中
、
而
暢
於
四
支
、
護
於
事
業
、

美
之
至
也
。

ω乾
以
易
知
、
坤
以
簡
能
、
:
:
:
易
簡
市
天
下
之
理
得
失
、
天
下
之
理
得
、
而
成
位
乎
其
中
会
。

ω易
輿
天
地
準
、
故
能
繭
論
天
地
之
道
、
仰
以
翻
於
天
文
、
術
以
察
於
地
理
、
是
故
知
幽
明
之
故
。

ω天
地
之
大
徳
田
生
、
聖
人
之
大
賀
日
位
、
何
以
守
位
田
仁
、
何
以
褒
人
日
財
、
理
財
正
酔
、
禁
民
爵
非
日
義
。

(
坤
卦
文
言
俸
〉
(
繋
辞
上
停
)

(
繋
辞
上
俸
〉

(
繋
僻
下
侮
)

的
問
昔
者
聖
人
之
作
易
也
、
:
:
:
和
順
於
道
徳
而
理
於
義
、
窮
理
輩
性
以
至
於
命
。

帥
昔
者
聖
人
之
作
易
也
、
時
間
以
順
性
命
之
理
、
是
以
立
天
之
道
日
陰
興
陽
、
立
地
之
道
日
柔
興
剛
、
立
人
之
道
日
仁
興
義
。

以
上
が
そ
の
用
例
の
全
て
で
あ
る
(
恰
併
燕
京
泉
社
『
周
易
引
得
』
)
。

ωω
例
「
窮
理
」
川
仰
は
名
詞
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
が
、
「
理
法
」
と
で

(
設
卦
停
〉

(
設
卦
停
)



と
関
わ
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ωの
「
禁
民
矯
非
日
義
」
に
明
ら
か
な
如
く
、

も
誇
せ
る
程
に
抽
象
的
貫
瞳
化
へ
の
程
度
が
上
が
っ
て
い
る
。

ω「
理
財
」
伺
「
理
於
義
」
は
、
他
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
と
も
に
「
義
」

『
孟
子
』
に
も
「
理
」
と
「
義
」
が
並
ん
で
出
て
来
て
い
た
〈
引
用

2
l
ω
)。

「
義
」
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
が
剣
断
さ
れ
、
正
し
く
な
い
も
の
が

そ
の
方
へ
と
正
さ
れ
る
「
規
範
」
の
一
意
味
合
い
が
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
例
の
「
立
人
之
道
日
仁
興
義
」
を
参
照
す
れ
ば
、

は
、
こ
の
「
人
の
世
の
規
範
」
へ
と
物
事
を
「
筋
目
立
て
る
」
こ
と
を
謂
う
と
な
る
。

「
人
の
世
の
規
範
」

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
の
「
理
」

「治
L

に
つ
い
て
は
、

『
周
易
』
の
や
は
り
「
俸
」
に
、
十
一
例
現
わ
れ
る
が
、
大
旨
が
先
に
引
い
た
「
責
帝
尭
舜
垂
衣
裳
而
天
下
治
」
の

如
き
自
動
詞
と
し
て
出
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
文
献
で
は
そ
の
自
動
詞
性
が
特
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
十
翼
」
で
は
、

「
理
」
は
名
詞
と
し
て
の
性
格
が

「
治
」
は
自
動
詞
と
し
て
の
性
格
が
、
前
面
に
出
て
強
ま

っ
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ

う

3 
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「
治
」
に
換
り
「
理
」
が
園
家
作
用
を
表
す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
時
、
そ
の
古
典
的
な
意
味
の
相
違
は
衣
の
よ
う
な
園
家
作
用
に
つ
い
て

の
分
析
に
形
を
興
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
人
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
祉
曾
的
秩
序
は
、
日
常
的
に
は
種
々
の
祉
舎
集
圏
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
祉
舎
集
圏
聞
に

起
こ
る
主
に
暴
力
を
伴
う
混
観
・
紛
争
を
力
と
権
威
に
よ
っ
て
解
決
し
、
沈
静
し
、
そ
の
統
一
・
安
寧
を
維
持
す
る
作
用
が
「
統
治
」
作
用
で

あ
る
。
こ
の
作
用
は
、
大
旨
「
武
力
」
に
よ
り
先
立
つ
時
代
の
混
凱
を
牧
束
し
た
と
い
う
貫
績
を
元
に
生
ま
れ
る

「統
治
者
」
の
超
越
的
な
解

「
俸
家
の
賓
万
」
の
威
力
に
よ
っ
て
紛
争
が
強
め
人
の
う
ち
で
鎮
静
化
さ
せ
ら
れ

決
能
力
へ
の

「
観
念
的
」
な
信
頼
に
基
づ
く
作
用
で
あ
り
、

る
と
い
う
作
用
な
の
で
あ
る
。

「侍
家
の
費
万
」
は
演
劇
的
な
光
を
放
っ
て
隠
さ
れ
た
力
を
「
務
感
」
さ
せ
れ
ば
良
い
の
で
あ
っ
て
、

日
常
的
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に
は
む
し
ろ
抜
か
れ
で
は
な
ら
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
そ
の
作
用
は
、

日
常
的
な
貫
祉
曾
活
動
の
中
に
ま
で
は
貫
際
の
力
を
示
す
必
要
も
な
い
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し
、
人
々
も
特
に
は
そ
れ
を
求
め
て
い
な
い
。

「
治
」
の
意
味
合
い
は

」
の
よ
う
な
「
統
治
」
作
用
を
主
に
表
す
動
詞
へ
と
古
典
的
に
は
寄

せ
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
恐
ら
く
は
枇
曾
活
動
の
複
雑
化
・
康
域
化
・
大
型
化
と
共
に
、

日
常
的
な
活
動
の
日
常
的
な
調
整
、
保
誼
、

さ
ら
に
は
管
理
に
園
家

が
強
い
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
統
治
作
用
カ
の
源
泉
で
あ
る
兵
力
の
維
持

・
養
成
、

ま
た
そ
の
力
の
瞳
現
で
あ
る
統
治
者
の
超
越
的
威

力
を
演
出
す
る
た
め
の
費
用
調
達
な
ど
財
政
的
理
由
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
生
産

・
流
通
に
閥
わ
る
、
人
々
の
日
常
活
動
に
分
け
入
つ
て
の

積
極
的
な
「
秩
序
附
け
」
作
用
が
園
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
我
々
の
言
う
「
行
政
」
と
は
こ
の
よ
う
な
園
家
の
日
常
業
務
行
魚

の
こ
と
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な

「
行
政
」
行
震
は
、

「日
常
的
」
な
「
秩
序
附
け
」
作
用
を
果
た
す
と
い
う
貼
で
、
先
の

「統
治
」
と
い
う
「
超
越
的
」

「非
日
常
的
」
な
作
用
か
ら
は
別
の
園
家
作
用
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
用
に
は
強

い
他
動
詞
と
し
て
の
「
理
」
が
ま
さ
に
適
合
す
る
。
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陸
賛
の
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の
政
治
撃
的
思
考
の
展
開
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

1 

陸
費
が
遣
し
た
そ
の
「
奏
議
」
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
大
略
衣
の
四
貼
が
指
摘
出
来
る
。

ω政
策
分
析
を
詳
細
微
密
に
展
開
し
て
行
く
文
章
ス
タ
イ
ル
が
宋
代
以
降
の

「
奏
議
」
の
見
本
と
な
っ
た
と
究
し
き
こ
と
。

ω
「
雨
税
法
」
な
ど
の
国
家
政
策
を
批
剣
し
た
議
論
が
、

後
の
闘
家
原
論
、

財
政
論
、

経
済
論
、

政
策
論
な
ど
に
強
い
影
響
を
輿
え
た
こ

と
。
朱
窯
の

「
祉
倉
法
」
も
こ
の
影
響
下
に
あ
る
。

ωそ
の
奏
議
に
「
理
」
字
の
頻
出
す
る
こ
と
。



ωそ
の
鋭
く
批
判
的
な
政
治
事
的
思
考
の
趣
く
と
こ
ろ
、
嘗
然
の
よ
う
に
「
天
人
相
閥
読
」
か
ら
の
離
脱
が
現
わ
れ
て
来
る
。

2 

『
奮
唐
書
』
巻
一
三
九
の
陸
費
俸
は
次
の
如
く
始
ま
る
。

5 

陸
費
、
字
は
敬
輿
。
蘇

州

・

嘉

輿

の

人

。

費

の

貴

き

を

以

て

理

部

尚

書

を

贈

ら

る

。

費

は

少

し

て

孤

、

特

立

不

霊
、
頗
る
儒
撃
に
勤
む
。
年
十
八
進
士
の
第
に
登
り
、
博
周
子
宏
詞
を
以
て
科
に
登
る
、
華
州
鄭
豚
の
尉
を
授
け
ら
る
。
罷
秩
し
、
東
諦
し

て
母
を
省
う
。

父
は
侃
、

深
陽
の
令
、

陸
費
・
王
安
石
・
朱
一
煮
に
は
、
見
逃
し
得
な
い
個
人
史
上
の
類
似
性
が
あ
る
。
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω所
調
「
南
」
の
人
で
あ
る
。
(
王
、
父
の
王
盆
は
臨
川
の
人
、
父
の
任
地
臨
江
に
生
ま
れ
た
。
朱
、
父
の
朱
松
は
婆
源
の
人
、
父
の
任
地
で
あ
っ
た
尤
渓

ω地
方
官
を
主
に
生
死
し
た
官
僚
を
父
と
し
、

し
か
も
そ
の
父
親
が
彼
ら
の
若
年
時
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
(
王
、

一
九
歳
、
玉
金
四
六
歳
残
。
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に
生
ま
れ
た
。
)

朱

一
四
歳
、
朱
松
四
七
競
技
。
〉

ω二
O
前
後
と
い
う
年
齢
で
「
科
奉
」
に
合
格
し
て
い
る
。

ω皇
帝
に
最
し
く
一
議
一
ら
ぬ
「
指
導
」
を
行
な
い
、
同
時
代
人
か
ら
人
主
を
無
み
す
る
も
の
と
の
嫌
疑
と
叱
責
を
受
け
て
い
る
。

ハ
王
、
二
二
歳
。
朱
、

一
九
歳
。
)

3 

宋
代
に
お
け
る
陸
費
へ
の
評
債
。

「
四
部
叢
刊
」
所
牧
・
宋
刊
本
『
唐
陸
宣
公
集
』
の
巻
首
に
は
「
唐
陸
宣
公
翰
苑
集
序
」
と
「
本
朝
名
臣
準
奏
議
街
子
」
と
が
載
せ
ら
れ
て
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い
る
。
後
の
も
の
は
『
蘇
戟
文
集
』
(
中
華
書
局
「
中
園
古
典
文
率
基
本
叢
書
」
本
に
よ
る
〉
巻
三
六
に
「
乞
校
正
陸
賛
奏
議
上
進
都
子
」
と
し
て
載
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せ
る
も
の
で
あ
る
。

哲
宗

・
元
枯
八
年
(
一

O
九
三
〉
五
月
七
日
附
け
。

こ
の
時
代
、

陸
費
の
奏
議
が
政
策
分
析

・
立
案
の
手
本
と
し
て
重
ん

ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
よ
く
示
す
。

:
:
:
伏
し
て
見
る
に
、

唐
の
宰
相
陸
賛
は
、
才
は
本
よ
り
王
佐
に
し
て
壌
は
一帝
師
た
り
。
論
は
事
情
に
深
切
に
し
て
、
言
は
道
徳
を
離
れ

ず
。
智
は
子
房
の
如
く
し
て
文
は
則
ち
過
ぎ
、
揖
は
買
誼
の
如
く
し
て
術
は
疎
な
ら
ず
。
上
は
以
て
君
心
の
非
を
格
し
、
下
は
以
て
天
下

一
人
な
る
の
み
。
但
其
れ
不
幸
に
し
て
仕
う
る
に
時
に
遇
わ
ず
。
:
:
:
も
し
陛
下
自
ら
師
を
得
る
を
能
く
せ

6 

の
志
に
遁
ず
。
三
代
己
還
、

ば
、
近
く
こ
れ
を
費
に
取
る
に
し
く
は
莫
し
。
夫
れ
六
経

・
三
史
、
諸
子
百
家
、
翻
る
可
き
無
き
に
非
ず
、
皆
な
治
を
箆
す
に
足
る
。
但

聖
言
は
幽
遠
に
し
て
末
撃
は
支
離
な
れ
ば
、
瞥
う
る
に
山
海
の
崇
深
な
る
が
如
く
、

一
・
こ
を
以
て
推
捧
し
難
し
。
賢
の
論
の
如
き
は
、

開
巻
了
然
、
古
今
の
精
英
を
褒
め
、
買
に
治
凱
の
抱
鑑
た
り
。

『
績
資
治
通
鑑
長
編
』
(
以
後
『
長
編
』
と
言
う
)
巻
一
一
一
一
一
に
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
照
寧
三
年
十
二
月
に
上
程
さ
れ
た
「
保
甲
法
」

7 

(
照
寧
四
年
一
一一
月
)
甲
午
、
:
:
・上
回
く
、

密
院
お
も
え
ら
く
、
必
ず
建
中
(
徳
宗
初
期
の
年
鋭
、
七
八
0
1
七
八
三
〉
の
襲
あ
ら
ん
、
と
。

安
石
田
く
、
陛
下
、
徳
義
を
弱
行
し
、
政
事
に
憂
勤
す
れ
ば
、
上
下
蔽
か
ら
ず
、
必
ず
此
の
理
な
し
、
と
。
上
、
建
中
の
鑓
を
致
す
所
以

を
問
う
。
安
石
田
く
、
徳
宗
、
監
杷
の
徒
を
用
い
て
、
陸
賀
を
疎
ん
ず
、
そ
の
亡
び
ざ
る
は
幸
い
な
る
也
、
と。
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の
施
行
に
際
し
て
起
こ
っ
た
混
鼠
に
つ
い
て
の
一
僚
で
あ
る
。

徳
宗
初
年
、

「建
中
」
年
聞
は
、
楊
炎
の
「
南
税
法
」
に
始
ま
る
藩
鎮
牽
制
の
政
策
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
に
不
安
を
畳
え
た
有
力
節
度
使
が

績
い
て
反
観
を
起
こ
し
、
そ
の
四
年
(
七
八
三
〉
に
は
遂
に
徳
宗
が
奉
天
に
逃
避
す
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
て
い
る
。
橿
密
院
は
、
嘗
時
の
「
新

法
」
政
策
に
揺
れ
動
く
時
代
情
勢
を
そ
の
建
中
年
聞
の
危
機
賦
況
に
類
似
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
嘗
時
、
唐
代

・
徳
宗
期
の
事
跡
が
リ
ア
ル

な
歴
史
的
先
例
と
し
て
関
心
を
引
い
て
い
た
こ
と
と
と
も
に
、
陸
費
が
そ
の
よ
う
な
危
機
の
中
で
勝
れ
た
政
治
的
見
識
を
設
揮
し
た
人
物
と
し

て
高
く
評
債
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

朱
官
閣
の
父
、
朱
松
は
「
買
誼
・
陸
費
の
恩
ご
を
慕
っ
た
と

朱
蕪
自
身
、が
停
え
て
い
る
(
『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
八
「
奥
陳
君
奉
」
一
ニ
)
。

「
皇
考



吏
部
朱
公
行
朕
」

(
同
巻
九
七
)
に
は
衣
の
よ
う
に
言
う
。

8 

:
:
:
場
屋
を
去
る
に
及
び
、
始
め
て
意
を
詩
文
に
放
っ
。
・
:
:
然
ど
も
公
は
未
だ
嘗
て
是
れ
を
以
て
自
ら
喜
ば
.
す
。

み
て
歎
じ
て
日
く
、
是
れ
は
則
ち
昌
し
失
、
道
を
去
る
こ
と
愈
い
よ
遠
き
を
如
何
せ
ん
、
と
。
則
ち
叉
た
護
憤
し
て
簡
を
折
り
、
盆
々
六

経
・
諸
史
・
百
子
の
書
を
取
り
て
伏
し
て
こ
れ
を
誼
み
、
以
て
天
下
園
家
興
亡
理
凱
の
嬰
と
夫
の
一
時
の
君
子
の
時
に
鷹
じ
襲
に
合
す
る

所
以
の
先
後
本
末
の
序
と
を
求
め
、
以
て
裂
し
て
論
議
を
震
し
こ
れ
を
事
業
に
措
く
こ
と
、
買
長
沙
・
陸
宣
公
の
帰
す
が
如
き
者
有
る
に

一
日
噌
然
と
し
て
顧

期
す
。

我
々
の
言
葉
に
直
せ
ば
、
原
論
か
ら
歴
史
論

・
政
策
論
に
亙
る
「
政
治
事
」
を
志
し
、

こ
と
に
な
る
。

そ
の
模
範
と
し
て
買
誼
・
陸
費
を
仰
い
だ
、
と
い
う

朱
烹
自
身
も
陸
費
の
奏
議
を
よ
く
讃
み
、
自
ら
の
時
代
に
ま
さ
に
適
合
す
る
「
政
治
事
」
と
し
て
高
く
評
債
し
て
い
た
。

(
同
巻
二
五
〉
で
は
、

「
答
張
敬
夫
」
四
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財
政
の
質
数
把
握
と
適
正
な
運
用
に
よ
り
地
方
社
舎
に
お
け
る
分
配
と
負
措
の
公
卒
が
目
指
さ
れ
る
べ
き
だ
と
論
じ
た

所
で
、

陸
宣
公
の
南
税
の
利
害
を
論
ず
る
数
僚
は
、
事
理
、
詳
備
を
極
む
、
采
用
す
べ
き
に
似
る
な
り
。

と
注
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
『
別
集
』
巻
一

9 

「
劉
共
甫
」
に
興
え
た
「
書
」
に
は
衣
の
よ
う
に
謂
う
。

日
間
々
陸
宣
公
の
奏
議
を
謹
む
に
一
々
今
日
の
病
に
切
中
す
。

陸
費
が
自
分
た
ち
と
同
じ
問
題
に
直
面
し
て
い
た
「
同
時
代
人
」
で
あ
る
と
謂
う
の
で
あ
る
。

4 

477 

陸
費
「
奏
議
」
の
文
章
ス
タ
イ
ル
の
歴
史
的
な
新
し
さ
に
つ
い
て
は
、
趨
翼
『
廿
二
史
街
記
』
巻
二

O
に
次
の
よ
う
に
言
う
の
が
参
考
と
な

る
。
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11 

「
唐
の
古
文
、
韓
・
柳
に
始
ら
ず
」
|
|

集
:
:
:
叉
た
、
陸
宣
公
・
奏
議
の
如
き
は
、
亦
た
餅
偶
の
習
い
を
脱
せ
ず
と
い
え
ど
も
、
而
る
に
事
情
を
指
切
し
、
織
微
畢
く
到
る
。
其

そ
し

の
気
は
又
た
葎
瀬
流
轄
し
、
其
の
行
か
ざ
る
を
得
ざ
る
所
を
行
く
、
此
れ
山
一
旦
に
餅
偶
な
る
を
以
て
之
を
少
る
可
け
ん
や
。
此
れ
皆
な
愈
の

前
に
在
り
て
、
固
よ
り
己
に
早
に
風
気
を
聞
く
者
あ
り
会
。

:
・
是
れ
(
韓
〉
愈
の
先
、
早
に
古
文
を
以
て
名
家
た
る
者
あ
る
な
り
。
今
、
濁
孤
及
の
文

朱
煮
も
そ
の
「
極
量
繊
悉
」
「
極
曾
議
論
、
事
理
委
曲
読
童
、
更
無
惨
漏
」
(
塁
間
類
』
巻
二
三
ハ
〉
を
指
摘
す
る
が
、
篠
理
立
て
て
分
析
を
進

め
て
行
く
ス
タ
イ
ル
は
、
委
曲
を
童
く
す
た
め
の
長
さ
を
含
め
て
、
陸
費
あ
た
り
が
新
た
に
も
た
ら
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宋
代
に

入
る
と
、
例
え
ば
王
安
石
や
蘇
戟
の
有
名
な
「
高
言
書
」
を
は
じ
め
延
々
堂
々
た
る
奏
議
の
文
章
が
累
々
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
。
陸
費
の
奏

議
、
が
そ
の
繊
微
を
極
め
よ
う
と
す
る
文
-
章
と
思
考
の
ス
タ
イ
ル
の
手
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
る
(
引
用
6
1
m
を
参
照
)
。

陸
費
の
「
奏
議
」
に
は
「
理
」
字
が
よ
く
出
て
来
る
。
そ
し
て
そ
の
多
く
が

一
に
ま
と
め
た
古
典
的
な
語
裳
の
感
費
か
ら
は
妙
に
ね
じ
れ
た
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印
象
を
興
え
る
。
こ
れ
は
、
高
宗
の
韓
「
治
」
を
避
け
る
た
め
に
「
理
」
が
そ
の
換
え
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

1 

先
ず
こ
の
避
韓
に
つ
い
て
言
及
し
た
資
料
を
示
し
、
こ
の
事
態
の
外
形
を
見
て
お
き
た
い
。

宋
・
王
観
園
『
事
林
』
巻
一
一
一
「
名
語
」
、

12 

唐

・
高
宗
、
名
は
治
、
故
に
唐
人
の
文
字
、
皆
な
治
を
改
め
て
理
と
震
す
。

(
中
華
書
局
黙
校
本
、

一
九
八
八
)

宋
・
周
密
『
旗
門
東
野
語
』
巻
四
「
避
韓
」、

13 

高
宗
、
語
は
治
。
九
そ
治
と
言
う
は
皆
な
理
と
白
う
。

「
至
理
之
主
、

不
代
出
者
」
の
如
き
は
、
一
章
懐
、
嘗
時
の
語
を
避
け
る
な
り
。
陸



費
は
「
輿
理
同
道
閤
不
興
」

「
脅
従
間
理
」
と
日
う
。

韓
文
の
「
策
問
」
に
「
完
舜
垂
衣
裳
而
天
下
理
」
、

ま
た
「
無
痛
而
理
者
、
其
舜

也
欺
」
と
。

(
中
華
書
局
貼
校
本
、

一
九
八
三
〉

宋
・
王
腰
麟
『
困
挙
紀
聞
』
巻
二

O
「
雑
識
」
、

14 

成
都
の
石
鰹
は
、
孟
萄
の
刻
す
る
所
。
唐
の
高
租
・
太
宗
の
諸
に
於
て
皆
な
依
重
す
。
活
魯
公
本
朝
に
相
た
り
。
其
の
子
姪
を
戒
む
る
の

詩
に
「
嘉
舜
理
」
と
日
い
、

「
深
泉
薄
沫
」
と
日
う
。
猶
お
唐
を
忘
れ
ざ
る
な
り
。

(
何
義
門
の
評
言
〉
乃
ち
相
い
承
け
て
以
て
熟
す
。
未
だ
「
唐
を
忘
れ
ざ
る
」
の
謹
と
掃
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
厚
怒
川
、
特
に
人
の
遅
に
宋

(
U〉

を
忘
れ
ざ
る
を
望
む
耳
。

(
世
界
書
局
印
行
、

一
九
七
四
、

「
翁
注
」
本
、
九
八
五
頁
〉

顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
二
四
(
原
抄
本
、
唯
一
書
業
中
心
、

一
九
七
五
。
寅
汝
成
「
集
棒
」
で
は
巻
二
三
)

「
己
桃
不
語
」
、

15 

『
加
府
元
組
』
に
「
唐
・
憲
宗
元
和
元
年
(
八
O
六
〉
、
躍
儀
使
奏
し
て
言
う
、
謹
み
て
按
ず
る
に
、
躍
記
に
日
く
、
既
に
卒
突
す
れ
ば
、

宰
夫
、
木
鐸
を
執
り
て
以
て
宮
に
命
じ
て
日
く
、
故
き
を
舎
て
て
新
し
き
を
詰
め
、
と
、
こ
れ
、
己
に
遷
す
の
廟
は
則
ち
詰
ま
ざ
る
を
謂

う
な
り
、
今
、
順
宗
の
神
主
、
升
耐
す
る
の
嘩
畢
わ
り
、
高
宗
・
中
宗
の
紳
主
、
上
遜
す
、
請
う
ら
く
は
瞳
に
よ
り
て
詰
ま
ざ
ら
ん
こ
と
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を
、
と
。
制
に
、

可
、
と
。
L

ハ
「
掌
躍
部
」
巻
五
九
一
、
奏
議
一
九
〉

憲
宗
の
元
和
元
年
以
降
は

「
治
」
を
避
語
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。

銭
大
肝

『
廿
二
史
考
異
』
巻
二

「
州
僻
治
中
従
事
、
注
、
績
漢
志
目
、
毎
州
有
治
中
従
事
」
下
、

按
ず
る
に
、
章
懐
、
唐
詩
を
避
け
、
九
そ
治
の
字
は
、
或
は
改
め
て
理
に
鮫
り
、
或
は
改
め
て
化
に
震
り
、
或
は
改
め
て
持
に
震
る
、
此

「後
漢
書
」
陳
調
停
、

16 

こ
の
治
中
の
字
も
亦
た
必
ず
改
易
せ
ん
、
宋
人
の
校
書
す
る
者
亦
た
回
改
す
る
耳
。

章
懐
太
子
の
段
階
で
は
、

「
治
」
の
換
え
字
と
し
て
「
持
」

い
ず
れ
に
し
て
も
、
嘗
時
の
語
感
で
は
、

「化」

「
理
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

お
お
む
ね
は
「
理
」

に
落
ち
着
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

「治」

字
の
中
に
「
持
」

「化」

「
理
」
に
分
け
ら
れ
る

479 

よ
う
な
意
味
の
贋
が
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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恰
俳
燕
京
拳
祉
の
『
杜
詩
引
得
』
に
よ
れ
ば
、
社
詩
中
、

「治
」
の
出
現
は
皐
字
二
回
、

「
治
中
」

一
回
の
計
三
回
。

「
理
」
は
、

車
字

九
回
、

「生
理
」

一O
回、

「至
理
」
三
回
、

「
孝
理
」
二
回
、

「物
理
」
六
回
、

「
妙
理
」

回

「
料
理
」

一回、

「肌
理」

一
回
、
計

「
治
」
の
三
回
に
つ
い
て
は
、

言
わ
ば

「
誤
差
」
の
範
圏
内
と
も
言
い
得
る
が
、
引
用
回
に
言
う
如
く
、
宋
以
降
の
校
書
者
の

「回

改
」
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
う
な
れ
ば
、

五
三
因
。

「
治
」
を
避
け
る
と
い
う
制
度
は
社
甫
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
完
壁
に
貫
か
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
杜
詩
中
に
現
わ
れ
る
「
理
」
字
の
内
、

ど
れ
ほ
ど
が
「
治
」
の
換
え
字
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
言
う
の
は
意
外
に
難
し
い
。

例
え
ば
、

「
橋
陵
詩
三
十
韻
」

「孝
理
敦
園
政
、
神
凝
推
道
経
」
の

「孝
理
」
に
つ
い
て
、
南
宋
・
越
女
公
の
注
は
、

17 

孝
理
の
字
は
、
本
と
是
れ
孝
治
。

高
宗
の
誇
は
治
の
字
な
れ
ば
、

故
に
治
を
改
め
理
に
震
る
。

(
『
社
詩
引
得
』
所
載

「九
家
集
注
社
詩
」
容
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一
二
番
)

「
孝
治
章
」
第
八
の
冒
頭
、

字
と
判
断
し
た
注
穣
で
あ
る
。

と
言
う
。

『
孝
経
』

「
子
日
、
背
者
明
王
之
以
孝
治
天
下
也
」
と
あ
る
に
操
り
、
こ
の
「
理
」
を
「
治
」
の
換
え

と
こ
ろ
が
清
・
仇
兆
蕪
の
『
杜
詩
詳
注
』
で
は
、

「
橋
陵
詩
三
十
韻
」
の
「
孝
理
」
に
つ
い
て

18 

陳
胴
・
陳
情
表
に

「刑
於
四
海
、
弘
此
孝
理
」
と
。
孟
子
に
「
行
乎
園
政
」
と
。

(
巻
三
。
中
華
書
局
、

一
九
七
九
、
熱
校
本
)

と
注
す
る
だ
け
で
あ
る
。

「孝
理
」
と
し
て
誼
め
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
越
氏
の
云
う
如
く
こ
れ
が
「
孝
治
」
を
避
け
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と

影
印
本
、

一
九
八
二
印
刷
版
)
巻
六

O
一
に
見
え
る
が

〈
中
華
書
局
黙
校
本
)
巻
一
九
の
木
博
と
『
文
苑
英
筆
』
(
中
華
書
局

い
ず
れ
も

「孝
治
」
に
信
用
る
か
ら
、
話
は
い
よ
い
よ
難
し
い
。

『
陳
書
』

い
う
可
能
性
は
全
く
示
し
て
い
な
い
。
陳
胴
の
「
陳
情
表
」
は
、

一
九
八
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
漢
語
大
詞
典
』
第
四
珊
で
は
、

「孝
治
」

(
一
九
八
頁
〉

「孝
理
」

(
一
九
九
頁
〉
と
も
に
採
録
し
、

互
い
の



関
係
を
指
示
し
て
い
な
い
か
ら
、
全
く
の
別
語
裳
と
し
て
載
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

あ
る
い
は
早
く
唐
の
憲
宗
以
後
、
杜
甫
の
詩
を
筆
寓
し
、

宋
代
、

筆
録
し
、

校
訂
し
、

注
穣
し
、

刊
行
す
る
際
に
、

避
諒
と
見
ら
れ
る

「
理
」
を
「
治
」
に
返
し
て
世
に
出
せ
ば
良
か
ろ
う
も
の
を
、
結
局
は
、

「
理
」
は
「
理
」
の
ま
ま
世
に
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
と
は
「
世
界
」
を
切
り
立
て
て
把
握
し
、
思
考
し
、
語
り
合
う
こ
と
を
そ
も
そ
も
可
能
に
す
る
「
言
葉
」
の
働
き
に
関
わ
っ
て
、
容
易
に

は
解
決
し
得
な
い
。
推
蔽
し
抜
き
、

一
字
一
字
の
切
り
立
て
る
世
界
の
再
生
に
身
を
削
る
「
詩
人
」
の
業
を
前
に
、
安
易
に
換
え
字
な
ど
と
は

言
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
級
の
政
治
撃
的
思
考
を
生
き
た
人
々
に
と
っ
て
も
、
特
に
中

闘
の
俸
統
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
言
論
は
世
界
の
命
運
に
関
わ
る
切
り
立
て
ら
れ
た
「
志
」
を
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
言
設
は
「
詩
」
と

「
詩
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
生
き
ら
れ
る
現
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、

同
じ
ほ
ど
に
深
い
彼
ら
と
「
言
葉
」
と
の
契
約
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
陸
費
の
奏
議
に
、
今
我
々
が
「
杜
詩
」
に
見
た

- 41ー

事
情
を
、
同
じ
く
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
は
「
理
」
字
が
そ
の
政
治
事
的
思
考
の
中
心
に
微
妙
に
揺
ら
ぎ
な
が
ら
現
わ
れ
て
来
る
。

四

陸
費
の
「
奏
議
」
に
現
わ
れ
る

「理
」
字
を
見
て
み
よ
う
。
テ
キ
ス
ト
は
、
以
下
、
先
に
も
言
及
し
た

「四
部
叢
刊
」
所
牧
の
宋
刊
『
唐
陸

宣
公
集
』
を
用
い
る
。

19 

「
論
開
中
事
宜
吠
」
|
|

ち
か

E
る

右
、
臣
頃
載
籍
を
覧
る
に
、

理
蹴
麿
興
の
際
に
至
る
毎
に
、
必
ず
反
復
参
考
し
て
そ
の
端
由
を
究
む
。

「理

と
遁
を
同
じ
く
す
れ
ば
輿
ら
ざ
る
聞
く
、
凱
と
趣
を
同
じ
く
す
れ
ば
麿
れ
ざ
る
閏
し
」
、

此
れ
理
の
常
也
。

其
れ
或
は
措
置
は
異
な
ら
ざ

る
も
、
安
危
は
則
ち
殊
に
す
、

と
。
叉
た
聞
く
、
天
下
を
理
す
る
者
は
、
身
の
管
を
使
い
管
の
指
を
使
う
が
若
く
せ
ば
、
則
ち
小
大
遁
稿
し
て
惇
ら
ず
荒
、
と
。
身
の
能

く
管
を
使
う
所
以
の
者
は
身
、
管
よ
り
大
な
る
が
故
也
、
管
の
能
く
指
を
使
う
所
以
の
者
は
管
、
指
よ
り
大
な
る
が
故
也
。
王
畿
は
四
方

此
れ
時
の
襲
也
。

臣
聞
く
、

園
家
の
立
つ
る
や
、

本
大
に
し
て
末
は
小
、
是
を
以
て
能
く
固
し
、

481 
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の
本
也
、
京
ロ
巴
は
叉
た
王
畿
の
本
也
。
:
:
:
(
各
十
一
)

「
理
之
常
」
の
「
理
」
は
名
詞
と
し
て
の

「
理
」
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

「
理
蹴
」

「
理
天
下
」
は
古
典
的
に
は
「
治
凱
」

「
治
天
下
」

で
あ
ろ
う
。
カ
ッ
コ
に
入
れ
た
部
分
は
先
に
周
衝
が
遊
詩
の
例
と
し
て
奉
げ
て
い
た
も
の
で
あ
る
(
引
用
日
)
。
こ
れ
は
、
『
山
門
書
』
太
甲
信
胴
下

か

さ

は

つ

に
、
「
伊
予
、
申
ね
て
王
に
詰
げ
て
日
く
。
鳴
呼
。
惟
れ
天
は
親
し
む
無
し
、
克
く
敬
な
れ
ば
惟
れ
親
し
む
。
民
は
常
に
懐
く
問
し
、
仁
有
る

ぎ

も
の
に
懐
く
。
鬼
神
は
常
に
享
く
る
問
し
、
克
く
誠
な
る
に
享
く
。
天
位
は
難
き
哉
。
徳
も
て
せ
ば
惟
れ
治
ま
り
、
徳
も
て
せ
否
れ
ば
観
る
。

興
鋭
同
事
問
不
亡
。
」
と
あ
る
も
の
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
と
く
に
強
く
避
設
で
あ
る
と
陸
賛
が

興
治
同
道
間
不
興
、

こ
こ
の
「
理
」
を
書
く
時
に
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

「
事
」
が
「
趣
」
、

「
亡
」
が
「
麿
」
と
換
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

て
、
こ
こ
で
は

殿
格
な
「
原
典
」
の
存
在
と
そ
こ
か
ら
の
厳
正
な
「
引
用
」
と
い
う
我
々
の
規
律
を
持
ち
込
ま
ず
、

む
し
ろ
陸
費
と
し
て

は
、
そ
う
い
う
形
で
頭
に
入
っ
て
い
た
の
だ
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
形
で
こ
こ
で
は
出
て
き
た
の
だ
と
判
断
し
て
お
い
た
方
が
良
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

「
理
凱
」
も
そ
う
で
あ
る
。
引
用
8
の
朱
烹
の
文
章
に
も

「
理
見
」
と
現
わ
れ
、

む
し
ろ
通
常
語
と
し
て
彼
ら
の
語
実
に
定
着
し
て

- 42ー

し
ま
っ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
良
か
ろ
う
。

れ
ば
、 「
理
天
下
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
「
身
・
管
・
指
」
と
い
う
園
家
の
指
令
系
統
の
比
喰
に
よ
る
「
筋
目
立
て
」
が
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
す

「
治
」
よ
り
は
す
で
に
「
理
」
の
方
が
こ
こ
の
言
葉
と
し
て
よ
く
適
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
他
動
詞
と
し
て
「
天
下
を
あ
る
べ
き
秩
序
に

秩
序
附
け
る
」
と
な
る
。

興て
n、
車門主
主 v ぜ

ti~ 
'-' 

凱
の
浸
ゃ
く
興
る
は
、

理
事
る
に
由
る
也
。

-
夫
れ
君
の
臣
有
る
は
、
以
て
理
を
断
す
也
。
理
、
道
を
失
わ
ざ
れ
ば
、
飢
、
何
に
由
り

(
巻
十
四
。
原
文
。
夫
君
之
有
臣
、
以
済
面
百
。
民
不
失
道
、
飢
何
由
生
。
飢
之
浸

20 

「
奉
天
論
擬
興
翰
林
翠
土
改
輔
朕
」
|
|

参
考
に
な
る
も
の
と
し
て
、

21 

然
り
而
し
て
、
勢
い
は
時
に
因
り
て
幾
わ
り
、
事
は
理
と
布
る
(
事
典
理
采
〉
。

「
理
」
と
し
て
の
「
名
詞
」
性
の
高
い
例
を
奉
げ
て
お
く
。

嘗
に
引
か
る
べ
き
に
反
り
て
難
く
、
嘗
に
準
む
べ
き
に
中



か

ば
に
止
む
。
本
末
、
趣
を
殊
に
し
、
前
後
、
方
を
易
う
。
理
の
常
に
順
え
ば
(
順
理
之
常
)
、

其
の
人
に
非
ざ
る
は
、
兵
、
衆
し
と
雄
も
、
侍
む
に
足
ら
ず
、
操
、
其
の
柄
を
失
う
は
、
将
、
材
と
雌
も
、
用
を
痛
さ
ず
、

hw
〈

必
ず
此
の
如
か
ら
ず
。
臣
放
に
日
く
、
勝
、

と
。
〈
巻
二

「
論
爾
河
及
准
西
利
害
朕
」
〉

22 

亦
た
陛
下
の
其
の
理
を
詳
察
し
、
其
の
源
を
普
澄
し
、
清
海
無
欲
の
風
を
弘
め
、
慈
倹
不
貧
の
賓
を
守
る
を
翼
う
。

(
巻
一
七
「
謝
密
旨
因

論
所
宣
事
吠
」
〉

23 

蓋
し
御
財
の
大
柄
は
園
の
利
権
漏
り
。
之
を
守
る
は
官
に
在
り
て
、
以
て
下
に
任
せ
ず
。
然
ら
ば
則
ち
穀
吊
は
人
の
篤
す
所
也
、
銭
貨
は

官
の
魚
す
所
也
。
人
の
帰
す
所
の
者
な
れ
ば
故
に
租
税
こ
こ
に
取
り
、
官
の
帰
す
所
の
者
な
れ
ば
故
に
賦
鍛
こ
こ
に
捨
て
此
れ
叉
た
事

理
の
著
明
な
る
者
也
。
(
各
一
一
一
一
「
均
節
賦
税
岨
百
姓
六
傑
」
其
の
二
〉

引
用
却
の
「
理
」
は
複
雑
で
あ
る
。
こ
と
は
「
園
家
」
に
関
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
(
ハ
〉
と
な
る
と
、

〈
イ
)
の
「
理
」
は
古
典
的
に
は
「
治
」
に
直
し
た
い

「
治
」
に
は
安
易
に
置
き
換
え
ら
れ
そ
う
も
な
い
。
こ
れ
は
「
理
不
失
道
、
観
何
由
生
」
を
承
け

る
麿
え
で
も
あ
る
か
ら
、

「
由
」
は

「
理
軍
」
全
瞳
に
係
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

「
謂
」
は
「
(
通
常
の
親
和
的
在
り
方
か
ら
〉
そ
り
は
ず
れ

「
観
」
共
に

- 43ー

る
・
そ
り
は
な
れ
る
」
意
味
の
自
動
詞
と
い
う
普
通
の
用
法
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
よ
う
に
「
治
組
」
と
劃
す
る
場
合
に
は
「
治
」

朕
態
の
到
来
と
持
績
を
謂
う
自
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
基
本
と
思
わ
れ
る
の
で
、

朕
態
か
ら
事
離
し
て
行
く
か
ら
だ
」
と
な
っ
て
、

「
凱
の
賦
態
が
興
っ
て
来
る
の
は
、
治
の
朕
態
が
通
常
の
治
の

「
治
」
と
「
凱
」
の
古
典
的
劃
稽
性
が
生
き
て
い
る
限
り
は
同
語
反
復
に

等
し
く
、

ー寸

な

。
せ
」
と
い
う
上
の
畳
み
掛
け
に
臆
え
る
程
の
意
味
附
加
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
由
」
と
い
う
理
由
を
導
く
語
を
挟
ん
で
「
凱
」
と
封
置
さ
れ
る
以
上
、
古
典
的
な
「
治
」
と
「
凱
」
の
封
稽
性
は
こ
こ
で
す
で
に
崩
れ
て
い

ハ
ハ
)
の
「
理
」
は
「
治
」
で
あ
る
と
し
て
も
、

る
の
で
あ
る
。
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「
理
事
」
を
、
上
の
「
理
不
失
遁
」
を
承
け
て
「
理
興
道
事
」
と
解
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

道
、
凱
何
由
生
」
を
言
い
換
え
た
だ
け
と
な
っ
て
、
盆
々
空
疎
な
措
欝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
結
局
上
の
「
理
不
失
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で
は
ど
う
讃
め
ば
良
い
の
だ
ろ
う
。
我
々
は
こ
こ
に
「
治
」
を
「
理
」
に
強
制
的
に
置
き
換
え
積
け
た
た
め
に
起
こ
る
語
感
の
融
合
と
緊
張

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
天
下
・
園
家
」
に
関
わ
る
「
賦
態
動
詞
」

「
治
」
に
「
理
」
が
置
き
換
え
ら

れ
た
た
め
に
、

そ
の
「
理
」
の
元
来
持
つ
強
い
他
動
詞
の
語
感
が
そ
こ
で
働
き
、

「
劉
象
瞳
」
の
位
置
へ
移
行
さ
せ
、
逆
に
「
理
」
に
つ
い
て
は
、
元
来
「
名
詞
」
性
が
強
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、
他
動
詞
と
し
て
働
く
場
面
が

政
治
事
的
思
考
の
中
心
語
と
い
う
形
で
新
た
に
出
現
し
た
た
め
に
、
古
典
的
に
は
名
詞
的
責
瞳
化
の
も
と
で
達
成
さ
れ
て
い
た
均
衡
を
破
つ

「
天
下
・
園
家
」
を
ま
さ
に
そ
の
強
い
行
震
を
加
え
ら
れ
る

て
、
こ
の
語
に
お
け
る
名
詞
と
他
動
詞
と
の
重
ね
合
わ
せ
が
常
に
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
、

と
い
う
事
態
で
あ
る
。

こ
の
重
ね
合
わ
せ
ば

一
語
の
中
の
緊
張
と
し
て
「
現
に
あ
る
べ
き
切
れ
目
(
名
詞
〉
に
順
っ
て
切
り
分
け
る
」
(
動
詞
〉
と
い
う
形
と
、
「
切

り
分
け
る
(
動
詞
〉
た
め
に
見
つ
け
出
さ
れ
順
わ
れ
る
べ
き
切
れ
目
」

(
名
詞
〉
と
い
う
形
と
の
、

場
面
場
面
に
お
け
る
交
代
出
現
と
し
て
、

従
前
の
「
理
」
の
語
感
に
動
態
的
・
重
層
的
な
構
造
性
を
改
め
て
も
た
ら
す
。

こ
の
「
理
」
の
構
造
性
の
新
た
な
韓
国
を
基
礎
に
、
今
の
「
由
理
謂
也
」
の
個
所
を
謹
む
な
ら
ば
、

園
家
を
正
し
く
切
り
分
け
る
(
理
1
〉
た
め
に
嘗
然
順
う
べ
き
切
れ
目
(
理

2
)
と
、
現
に
行
わ
れ
て
い
る
切
り
分
け
る
行
矯
(
理
3
)
と
が

需
離
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
凱
の
賦
態
が
起
こ
っ
て
来
る
の
は

- 44ー

さ
ら
に
、
こ
の
段
階
で
の
こ
の
語
の
擦
が
り
の
中
に
は
、
割
象
そ
の
も
の
に
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
「
理
2
・
1
」
と
、

け
る
」
行
矯
「
理
1
」
が
こ
れ
か
ら
嘗
に
順
う
べ
し
と
し
て
規
範
化
さ
れ
る
「
理
2
・
2
」
と
の
分
裂
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
分
裂
も

「
正
し
く
切
り
分

「
理
」
が
行
震
性
の
強
い
他
動
調
と
名
詞
と
の
重
墨
と
し
て
強
く
匪
縮
さ
れ
る
中
で
前
面
に
出
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
行
信
用
は
、

と
「
目
的
」
、
「
見
込
み
」
と
「
経
験
」
と
が
刻
々
に
重
な
り
合
い
考
量
さ
れ
て
進
行
す
る
。

「
動
機
」

名
詞
と
し
て
賀
瞳
化
し
て
い
た
も
の
が
、

他
動

詞
の
動
的
構
造
の
中
へ
良
さ
れ
動
態
化
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
高
宗
の
謹
「
治
」
を
「
理
」
に
避
け
る
と
い
う
強
制
が
も
た
ら
し
た
最
も
深
い

影
響
を
我
々
は
こ
こ
に
見
定
め
て
お
き
た
い
。
朱
烹
が
後
に
、

24 

天
下
の
物
に
至
れ
ば
、
則
ち
必
ず
各
々
然
る
所
以
の
故
と
其
の
嘗
に
然
る
べ
き
所
の
則
と
有
り
、
所
謂
理
也
。

(
「
大
皐
或
問
』
〉



と

「
理
」
を
「
所
以
然
之
故
」
と
「
所
嘗
然
之
則
」
と
に
分
け
た
の
は
そ
の
嘗
然
の
締
結
で
あ
っ
た
。

引
用
却
に
も
ど
っ
て
、
そ
の
思
考
の
流
れ
を
辿
る
な
ら
、
以
上
述
べ
た
二
つ
の
位
相
の
理
が
微
妙
に
そ
の
語
感
の
中
で
重
な
り
合
っ
て
い
る

い
ず
れ
の
「
理
」
も
す
で
に
、
最
早
「
治
」
に
は
戻
し
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

今
我
々
の
見
る
陸
費
「
上
奏
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
蘇
輯
等
の

「校
正
」
を
経
て
い
る
の
だ
か
ら
、

に
戻
し
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「
理
範
」
の
「
理
」
な
ど
は
一
見
「
治
」

し
か
し
律
儀
に
「
理
」
の
ま
ま
に
刊
刻
さ
れ
て
い
る
。
安
易
に
は
畏
し
得
な
か
司
た
の
か
、
お

か
し
い
と
自
に
附
く
こ
と
も
な
か
っ
た
の
か
、
元
来
古
典
的
に
は
「
治
」
た
る
べ
き
位
置
を
「
理
」
が
基
奪
し
て
い
る
と
い
う
事
賓
の
忘
却

は
、
こ
の
時
代
す
で
に
そ
れ
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五

で
示
さ
れ
る
。

「
天
」
の
認
知
は
プ
ラ
ス
の
形
で
は
「
群
瑞
」
、
マ
イ
ナ
ス
の
形
で
は
「
災
異
」

「災
異
」
と
は
、
叱
責
の
形
で
一
万
さ
れ
る
、
父
た
る
「
天
」
の
、
子
た
る

「
天
子
」
へ
の
愛
顧
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

生
身
の
皇
一一帝
に
神
聖
不
可
侵
の
保
護
膜
を
掛
け
る
た
め
に
設
け
て
い
た
の
が
「
天
」
の
認
知
に
よ
る
「
天

(

ロ

)

「天
人
相
関
」
の
概
念
で
あ
っ
た
。
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中
園
の
停
統
的
な
政
治
事
が
、

子
」
の
貌
念
で
あ
り
、

陸
費
は
こ
の
「
災
異
」
に
つ
い
て
衣
の
よ
う
に
明
言
す
る
。

25 

臣
聞
く
。
仁
君
、
上
に
在
れ
ば
、
則
ち
海
内
霞
拝
す
る
の
人
無
し
、

と
。
量
に
必
ず
耕
し
て
之
に
帥
し
、
奏
し
て
之
に
食
ら
わ
す
な
ら
ん

哉
。
蓋
し
慮
り
て
其
の
宜
し
き
を
得
、

制
し
て
其
の
道
を
得
る
を
以
て
、

人
を
歎
乏
の
外
に
致
し
、

災
診
の
前
に
設
備
す
。

是
を
以
て

あ
た

年
大
い
に
殺
ぐ
と
難
も
、
衆
は
怪
僅
せ
ず
。
夫
れ
水
皐
の
敗
漏
る
や
、
尭
・
湯
も
之
を
被
れ
り
失
。
陰
陽
相
い
冠
す
、
聖
も
何
ぞ
禦
ら
ん

す
く

哉
。
桑

・
湯
の
盛
ん
な
る
に
貴
ぶ
所
の
者
は
、
患
に
遭
い
て
能
く
済
う
に
在
る
の
み
。

(
巻
二
二
「
均
節
賦
税
協
百
姓
」
其
の
五
)
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「
水
皐
」
は
「
災
異
」
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
陰
陽
」
と
い
う
原
理
が
も
た
ら
し
た
自
然
現
象
で
、
皇
帝
と
は
関
係
な
い
、

と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
関
係
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
も
そ
も
尭
・
湯
と
い
う
聖
王
の
時
に
そ
れ
が
起
こ
ろ
う
は
ず
も
な
い
し
、
関
係
が
な
い
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以
上
原
理
が
順
調
に
噛
み
合
わ
な
く
て
起
こ
る
猫
立
し
た
現
象
に
は
聖
王
の
カ
も
及
ば
な
い
。

つ
ま
り
天
事
と
人
事
は
無
関
係
で
あ
る
。
端
的

に
、
停
統
的
な
「
災
異
」
思
想
の
否
定
で
あ
る
。
皇
帝
は
人
事
の
主
宰
者
と
し
て
人
事
に
壷
く
す
だ
け
で
あ
る
。

同
じ
考
え
は
、
巻
十
二
「
論
絞
遜
幸
之
由
朕
」
、
徳
宗
の

26 

古
よ
り
園
家
の
興
委
に
は
皆
な
天
命
有
り
、

今
此
の
厄
運
に
遇
う
は

則
ち
是
れ
朕
の
失
徳
な
り
と
難
も
、

亦
た
躍
に
事
、

人
に
由
ら

ず。

と
い
う
言
葉
に
劃
す
る
綾
々
た
る
諌
言
に
も
窺
え
る
。
要
は
、

27 

天
の
親
臨
す
る
所
は
皆
な
人
に
因
り
、
天
の
災
鮮
を
降
す
は
皆
な
其
の
徳
を
考
う
。
人
事
の
外
に
別
に
天
命
有
る
に
非
ざ
る
也
。
:
:
:
此

れ
又
た
人
事
を
捨
て
て
天
命
を
推
す
、
必
ず
可
な
ら
ざ
る
の
理
也
。

と
い
う
に
あ
る
。
傍
統
的
な
「
天
」
観
念
に
一
見
従
う
よ
う
で
は
あ
る
が
、
人
事
は
人
事
に
完
結
す
る
と
謂
う
の
で
あ
っ
て
、

「
天
命
」
が
完

- 46ー

全
に
「
空
位
」
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
襲
わ
り
が
な
い
。
さ
ら
に
同
じ
箇
所
に
は
、

す
ベ

ζ
れ

お
臣
は
志
性
介
劣
、
事
識
庸
浅
、
九
そ
是
れ
占
算
の
秘
術
は
都
て
其
の
源
流
に
渉
ら
ざ
る
も
、
興
衰
の
大
端
に
至
り
て
は
、
則
ち
嘗
て
諸
を

典
籍
に
聞
く
。

と
い
う
言
葉
も
現
わ
れ
る
。

「
占
算
の
秘
術
」
な
ど
と
い
う
超
越
的
論
理
な
ど
浅
間
学
非
才
の
私
に
は
分
ら
な
い
と

「
皮
肉
」

に
言
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

_._ 
J、

陸
費
の
「
夫
水
皐
魚
敗
、

尭
湯
被
之
失
。

陰
陽
相
冠
、

聖
何
禦
哉
」
と
い
う
言
葉
は

(
日
)

王
安
石
の
次
の
言
葉
に
直
ち
に
響
き
合
う
。

『長

編
』
袋
二
五
二
、
照
寧
七
年
(
一

O
七
四
)
夏
四
月
己
巳
、
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上
(
紳
宗
)
、

久
し
く
皐
な
る
を
以
て
、

憂
い
、

容
色
に
見
わ
る
。

輔
臣
進
見
す
る
毎
に
、
未
だ
嘗
て
歎
息
懇
側
せ
eさ
る
こ
と
な
く
、
蚤



く
、
保
甲
・
方
固
な
ど
の
事
を
罷
め
ん
と
欲
す
。

王
安
石
田
く
。
水
皐
は
常
数
、
亮
・
湯
も
売
れ
ず
。
陛
下
、
即
位
以
来
、
累
年
豊
稔
、
今
ま
皐
嘆
に
逢
う
と
難
も
、
但
だ
嘗
に
盆
々
人
事

を
修
む
べ
し
。
天
災
に
鹿
ず
る
を
以
て
、
聖
慮
に
胎
す
に
足
ら
ざ
る
の
み
。

上
回
く
。
此
れ
量
に
細
故
な
ら
ん
や
。
脹
の
今
ま
恐
催
す
る
こ
と
此
の
如
き
所
以
の
者
は
、

た
め

正
に
人
事
未
だ
修
め
ざ
る
所
有
る
が
漏
也
。

皐
魁
が
績
い
た
た
め
、
「
災
異
」
思
想
に
本
づ
く
政
策
見
直
し
の
匪
力
が
増
し
、
一
紳
宗
皇
帝
一
は
動
揺
す
る
に
至
司
た
。

南
宋
・
徐
自
明
『
宋
宰
輔
編
年
銭
』
(
以
後
『
宰
輔
録
』
と
言
う
。
王
瑞
来
『
校
補
』
、
中
華
書
局
、

一
九
八
六
、
に
依
る
)
、
照
寧
七
年
「
四
月
丙
氏
、

王
安
石
罷
相
」
の
僚
に
引
く
「
丁
未
録
」
に
は
、

照
寧
三
年
十
二
月
よ
り
相
を
奔
し
、

30 

安
石
、

是
の
年
四
月
に
罷
む
、

相
位
に
居
る
こ
と
九
そ
五
年
。

-・
・
是
に
至
り
て
久
し
く
早
す
、

上
、
百
姓
の
流
離
す
る
を
以
て
、
憂
い
容
色
に
見
わ
る
。
輔
臣
準
見
す
る
毎
に
、
未
だ
嘗
て
暖
嘆
懇
側
せ
e

さ
る
こ
と
あ
ら
ず
。
始
め
て
深

く
新
法
の
不
便
な
る
を
疾
み
、
之
を
罷
め
ん
と
欲
す
。
安
石
田
く
、
水
早
は
常
数
、
莞
・
湯
も
克
る
る
能
わ
ざ
る
也
:
:
:
上
日
く
、
此
れ

ぜ

量
に
細
事
な
ら
ん
か
:
:
:
安
石
は
常
数
を
以
て
言
と
篤
し
、
上
は
絡
に
常
数
を
以
て
是
と
篤
さ
ず
。
安
石
乃
ち
位
を
去
る
を
求
む
。
上
固

く
之
を
留
む
。
請
う
こ
と
盆
々
堅
し
。
放
に
江
寧
の
命
有
り
。
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と
あ
る
。
神
宗
の
王
安
石
に
劃
す
る
信
頼
は
固
か
っ
た
が

「
水
皐
」
が
「
天
」
の
「
天
子
」
た
る
自
ら
に
糾
問
す
る
警
告
「
天
語
」
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、

「
終
に
」
譲
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
「
天
子
」
の
稽
読
を
賓
質
あ
る
も
の
と
し
て
意
味
化
出
来
る
か
出
来
な

い
か
の
分
か
れ
目
、
紳
宗
に
し
て
み
れ
ば
自
ら
の
「
天
子
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
ち
得
る
か
否
か
の
分
か
れ
目
が
隠
さ
れ
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
王
安
石
の
方
は
、

「
天
」
や
「
天
子
」
な
ど
の
俸
統
的
観
念
を
、
有
能
な
官
僚
に
如
何
に
も
相
躍
し
い
「
。フ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
割
り
切
り
方
で
、
質
質
は
な
い
が
な
お
有
数
な
「
擬
制
」
と
し
て
は
認
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
が
政
策
の

施
行
と
園
家
の
機
能
を
阻
害
す
る
も
の
と
な
っ
て
来
れ
ば
、
皇
帝
一
の
停
統
的
に
は
認
め
ら
れ
て
い
る
権
威
意
識
を
犯
し
て
ま
で
も
そ
の
「
タ
ブ
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l
」
た
る
「
虚
構
性
」
に
燭
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
来
る
。

主
安
石
は
こ
こ
で
ひ
る
む
よ
う
な
人
聞
で
は
な
か
司
た
。

す
で
に
停
統
的
な
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「
工
人
」

へ
の
畏
怖
な
ど
か
ら
は
離
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
「
天
龍
」
の
と
こ
ろ
で
言
表
上
は
踏
み
止

ま
っ
て
い
る
。

七

王
安
石
の
次
の
文
章
は
、

「国
家
」
を
「
行
政
国
家
」
と
位
置
づ
け
、

「
天
子
」

を
そ
の
よ
う
な

「
行
政
園
家
」
の
「
一
機
関
」

へ
と
解
消

し
て
し
ま
う
政
治
率
的
思
考
の
轄
回
を
告
げ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

出

A
j
-
--夫
れ
天
下
の
衆
を
合
わ
せ
る
者
は
財
、
天
下
の
財
を
理
め
る
者
は
法
、
天
下
の
法
を
守
る
者
は
吏
也
。
吏
良
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
法

有
る
も
守
る
も
の
莫
く
、
法
善
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
財
有
る
も
理
む
る
こ
と
莫
し
。

B
財
有
る
も
理
む
る
こ
と
莫
け
れ
ば
、
則
ち
肝
陪
閤
巷
の
賎
人
も
、
皆
な
能
く
取
予
の
勢
い
を
私
し
、
首
問
物
の
利
を
撞
に
し
、
以
て
人
主
と

斡
首
を
争
い
て
其
の
無
窮
の
欲
を
放
っ
。
必
ず
貴
・
強
・
築
・
大
に
し
て
市
る
後
に
能
く
此
の
如
か
る
に
非
ず
。
而
る
に
天
子
猫
お
其
の

民
を
失
わ
ず
と
篤
す
者
は
蓋
し
特
だ
に
披
な
る
の
み
(
而
天
子
猶
策
不
失
其
民
者
、
釜
特
鋭
而
己
耳
)
。
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C
疏
を
食
ら
い
微
を
衣
、
其
の
身
を
憶
体
し
其
の
心
を
愁
思
し
、
以
て
天
下
の
給
足
し
て
吾
が
政
に
安
ん
ず
る
こ
と
を
斡
う
と
難
も
、
吾
は

其
の
猶
お
得
ざ
る
を
知
る
也
。
然
ら
ば
則
ち
吾
が
法
を
善
く
し
市
し
て
吏
を
揮
び
て
以
て
之
を
守
り
、
以
て
天
下
の
財
を
理
む
る
は
、
上

古
の
桑
・
舜
と
難
も
、
猶
お
此
れ
を
以
て
先
急
と
鋳
す
こ
と
母
き
能
わ
ず
。
而
る
に
況
や
後
世
の
紛
紛
た
る
に
於
て
を
や
。
:
:
:
(
『
臨
川

先
生
文
集
』
巻
八
二
「
度
支
副
使
廊
壁
題
名
記
」
〉

仁
宗

・
嘉
枯
五
年

(一

O
六

O
〉
、
三
司
度
支
剣
官
在
任
中
、

四

O
歳
の
時
の
文
-章
で
あ
る
。

A
で
は
、

経
済
行
政
が
園
家
存
立
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

こ
れ
は
『
周
易
』
繋
僻
下
俸
の
「
天
地
之
大
徳
日
生
、

聖
人
之
大
賀
臼

位
、
何
以
守
位
日
仁
、

何
以
栗
人
日
財
、

理
財
正
僻
、

禁
民
魚
非
日
義
」

(
引
用

4ω
〉
を
踏
ま
え
た
議
論
で
あ
る
。

「
法
」
は
こ
こ
で
は

国
家
の
立
定
す
る

「制
度
」
を
意
味
す
る
と
押
さ
え
た
い
。
我
々
の
言
葉
で
は
、
官
吏
達
が
そ
れ
を
質
現
す
る
貼
か
ら
は

「政
策
」
と
な
り
、



そ
の
貧
現
行
馬
全
般
が
「
行
政
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
理
」
は
「
お
さ
め
る
」
と
讃
ん
だ
が
、

「
正
僻
」

雇
用
民
」
な
ど
と
通
せ
ば
分
か

る
ご
と
く
、
強
い
行
錆
性
を
持
つ

「
筋
目
立
て
る
」

「
秩
序
立
て
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
園
家
の
立
定
し
た
経
済
制
度
、

そ
れ
を
寅
現

す
る
政
策
行
鯖
が
貫
一
砿
舎
経
済
〈
の
秩
序
附
け
殺
力
を
失
う
な
ら
、
人
は
集
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
人
開
集
圏
と
し
て
の
園
家
は
そ
も
そ

も
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

B
で
は
そ
の
文
脈
を
承
け
、
経
済
政
策
が
適
正
な
秩
序
立
て
の
数
力
を
護
揮
出
来
な
い
時
に
は
、
自
ら
の
私
的
な
経
済
力
を
ふ
く
ら
ま
せ
る

て
重
要
な
の
は
、

そ
の
許
に
お
の
ず
か
ら
人
が
集
ま
り
、
圏
家
に
劃
抗
す
る
集
圏
が
出
骨
然
る
こ
と
が
先
ず
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し

「
貴
・
強
・
築
・
大
」
と
い
っ
た
、
停
統
的
身
分
・
権
威
や
個
人
的
カ
リ
ス
マ
・
威
力
な
ど
は
必
要
で
な
く
、
我
々
の
言
葉

人
聞
が
ど
こ
か
ら
で
も
出
現
し
、

で
言
う
な
ら
貨
幣
秤
量
を
基
本
と
す
る
「
市
場
経
済
」
の
論
理
に
従
う
極
め
て
日
常
的
な
活
動
の
中
で
私
経
済
の
援
張
は
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
言
う
な
れ
ば
、

こ
こ
で
は
園
家
も
、
先
ず
は
そ
の
よ
う
な
停
統
的
身
分
・
権
威
や
個
人
的
カ
リ
ス
マ
・
威
力
に
頼
ら
ず
に
勝
負
せ
ね
ば
な

る
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
う
時
代
な
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
天
子
」
と
呼
ば
れ
る
闘
家
の
主
宰
者
は
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ら
な
い
。
頼
り
得
る
の
は
、

「
善
き
制
度
」
と
「
良
き
官
吏
」
に
よ
る

「
経
済
行
政
」
に
よ

っ
て

「
経
済
的
流
通
・
分
配
」
を
適
正
な
秩
序
あ

「
天
子
」

と
い
う
停
統
的
な
「
稽
暁
」
の
権
威
性
に
囚
わ
れ
て
現
買
が
見
え
ず
、

な
お
も
人
々
は
自
分
の
許
に
い
る
の
だ
と
思
い
込
ん
で
高
を
括
っ
て
い

る
。
だ
が
そ
れ
は

「
蓋
し
」
、

つ
ま
り
「
割
っ
て
言
っ
て
し
ま
え
ば
」
、

た
だ
た
だ

「
天
子
」
と
い
う
稿
践
の
見
さ
せ
る
幻
想
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。
競
は
披
、
中
身
な
ど
何
も
な
い
、

と

王
安
石
の
こ
の
一
文
は
、
中
園
に
お
け
る
古
典
的
官
僚
制
の
護
展
が
可
能
に
し
た
政
治
挙
的
認
識
の
一
つ
の
極
黙
に
位
置
し
て
い
る
、
と
我

々
は
評
慣
し
た
い
。
就
中
原
文
を
示
し
、
今
解
調
律
し
た
部
分
は
、
誠
に
容
易
な
ら
ざ
る
物
言
い
で
あ
る
。
前
で
は
「
人
主
」
と
言
う
の
を
こ
こ

で
は
「
天
子
」
と
換
え
、

そ
し
て
「
放
な
る
の
み
」
と
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
「
競
」
と
は
「
天
子
」
と
い
う
稽
放
で
あ
る
こ
と
は
、
疑

い
よ
う
が
な
い
。

「
天
子
」
が
「
人
主
」
か
ら
換
え
て
特
に
稿
競
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
文
字
通
り
の
意
味
、

489 

す
な
わ
ち
「
天
の
子
」

と
い
う
意
味
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

そ
れ
を
王
安
石
は
「
披
な
る
の
み
」
と
言
い
切
る
の
で
あ
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「
天
の
子
」
と
い
っ
た
停
統
的
な
観
念
を
、
寅
質
的
な
内

(
U
H
)
 

容
を
持
た
ぬ
「
嘘
」
だ
と
喝
破
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
「
不
敬
」
の
言
僻
で
あ
る
。

る

つ
ま
り
、
こ
の
稿
放
が
含
む
「
天
」
な
り
「
天
が
我
が
子
と
認
知
し
て
い
る
」

王
安
石
に
お
い
て
は
、
皇
帝
一
は
超
越
的
な
権
威
附
け
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
国
家
行
政
の
適
正
さ
に
よ

っ
て
の
み
正
嘗
化
さ
れ
る
「
園
家
機

(

日

〉
閥
」
た
る
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
に
な
る
。

皇
帝一
と
は
、

一
つ
の
「
ポ
ス
ト
」
で
あ
り
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
坐
っ
て
い
る
あ
る
生
身
の
人
聞
で
あ
る
。

「
天
子
」
と
い
う
観
念
は
、
そ
の
生

身
の
人
聞
を
神
聖
化
し
、
言
わ
ば
「
聞
身
呪
物
」
化
し
て
、
こ
の
ポ
ス

ト
に
坐
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
「
生
身
」
に
お
い
て
正
や
固
化
す
る
停
統

的
な
心
理
装
置
で
あ
る
。
こ
の
装
置
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
居
る
の
は
た
だ
の
人
聞
で
あ
り
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
相
躍
し
く
生
き
る
こ

と
を
運
命
附
け
ら
れ
た
、
逆
に
そ
の
芯
ま
で
が
「
嘗
篤
」
附
け
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
し
ま
お
う
。
嘗
の
生
身
の
皇
帝
に
は
誠
に
堪
え
難
い
立

場
で
あ
る
。
神
宗
の
抵
抗
は
す
で
に
見
た
〈
引
用
mm

・
ω)。

だ
が
、
依
然
と
し
て
「
世
襲
皇
帝
制
」
と
い
う
枠
組
み
は
存
在
す
る
。
王
安
石
が
今
の
文
章
で
示
し
た
園
家
理
解
・
皇
帝
理
解
は
、
そ
の
絶
針

(

お

〉

的
限
界
貼
を
踏
み
越
え
た
が
故
に
、
愈
々
踏
み
迷
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
我
々
が
「
古
典
的
官
僚
制
設
展
の
一
つ
の
極
黙
」
と
い
う
所
以
で
あ
る
。
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「
行
政
園
家
」

へ
の
轄
回
と
「
天
子
」
の
ご
機
関
」

へ
の
解
消
は
、
嘗
時
の
多
く
の
科
奉
官
僚
の
言
行
の
暗
黙
の
前
提
で
あ
っ
た
。
ま
た

皇
帝
側
で
も
こ
の
こ
と
に
は
す
で
に
気
づ
い
て
い
た
。

園
家
の
命
運
を
考
え
、
政
策
・
人
事
を
立
案
・
決
定
す
る
政
府
部
内
に
お
い
て
、
宰
相
以
下
の
科
奉
官
僚
た
ち
は
、
選
抜
を
受
け
、
種
々
の

ポ
ス

ト
と
そ
の
つ
ど
の
考
課
を
経
て
登
っ
て
き
た
「
出
来
る
男
た
ち
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
世
襲
制
と
い
う
誠
に
頼
り
な
い
選
抜
か
ら
ポ
ス
ト
に

就
い
た
人
物
は
た
司
令
た
濁
り
、
皇
帝
の
み
で
あ
る
。
紳
宗
が
即
位
し
た
の
は
二

O
歳
、
時
に
司
馬
光
四
九
歳
、

(
口

〉

宗
ほ
ど
の
才
幹
で
も
勝
負
に
な
ら
な
い
。

王
安
石
田
七
歳
。
こ
れ
で
は
紳



一
、
二
五
)
、
神
宗
が
即
位
し
た
そ
の
年
の
九
月
、
張
方
卒
が
紳
宗
の
格
別
の
指
示
に
よ
り
参
知
政
事
に
任

ぜ
ら
れ
た
が
、
司
馬
光
は
こ
れ
に
「
方
卒
は
文
章
に
取
り
柄
が
あ
る
以
外
は
、
姦
邪
貧
狼
」
と
し
て
反
劃
し
た
。

上
、
色
を
作
し
て
臼
く
、
朝
廷
、
除
奔
あ
る
毎
に
、
衆
言
輔
ち
紛
々
す
、
朝
廷
の
好
事
に
あ
ら
ず
、
と
。

治
卒
四
年
一
月
八
日
(
一

O
六
七

32 

光
、
日
く
、
此
れ
乃
ち
朝
廷
の
好
事
な
り
、
人
を
知
る
は
、
帝
尭
も
こ
れ
を
難
し
と
す
、
い
わ
ん
や
陛
下
新
た
に
位
に
即
か
る
、
商
が
一

に
も
一
姦
邪
を
用
い
ん
か
、
も
し
蓋
諌
循
齢
航
し
て
言
わ
ざ
れ
ば
、
陛
下
何
に
よ
り
て
か
之
を
知
ら
ん
、
こ
れ
好
事
と
魚
す
に
あ
ら
ざ
る
な

り
、
:
:
:
(
『
資
治
通
鑑
長
編
紀
事
本
末
』
巻
五
八
。
以
後
『
紀
事
本
末
』
と
呼
ぶ
〉

張
方
卒
の
人
事
は
紳
宗
自
ら
の
護
意
に
よ
る
人
事
で
あ
っ
た
。
即
位
以
来
の
経
緯
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
紳
宗
は
か
司
と
な
っ
て
、
な
ぜ
皇
帝

た
る
朕
の
人
事
が
一
々
阻
ま
れ
る
の
か
、
と
語
気
を
荒
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
司
馬
光
は
「
天
子
」
の
超
越
的
権
威
を
認
め
る
純
乎
た
る
停
統

主
義
的
心
情
の
擁
護
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
、
こ
れ
で
あ
る
。
生
身
の
皇
帝
の
個
人
的
超
越
性
も
、
割
っ
て
み
れ
ば
、
園
家
盟
制
の
一

環
と
し
て
制
御
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
、
臣
下
と
し
て
の
僑
り
な
き
忠
誠
心
と
正
義
心
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

照
寧
二
年
二
月
、
富
弼
が
同
卒
章
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
足
疾
の
た
め
入
見
が
叶
わ
な
か
っ
た
そ
の
折
り
も
折
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
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上
の
前
に
、
災
異
は
皆
な
天
数
、
人
事
の
得
失
の
致
す
所
に
非
ず
、
と
言
う
者
あ
り
、
弼
こ
れ
を
聞
き
、
嘆
じ
て
日
く
、
人
君
の
畏
る
る

凱
亡
を
去
る
こ
と
幾
も
無
し
失
、

若
し
天
を
畏
れ
ざ
れ
ば
、

何
事
か
帰
す
可
か
ら
ざ
る
者
な
ら
ん
、

此
れ
必
ず
姦

所
は
惟
だ
天
の
み
、

臣
、
邪
設
を
進
め
ん
と
欲
し
て
、
故
に
先
ず
上
を
導
く
に
畏
る
る
所
無
き
を
以
て
し
、
輔
弼
諌
誇
の
臣
を
し
て
復
た
英
の
力
を
施
す
所
無

か
ら
使
め
ん
と
す
、
此
れ
治
組
の
機
也
、
吾
以
て
速
や
か
に
諌
め
ざ
る
可
か
ら
ず
、
と
。

〈
『
東
都
事
略
』
巻
六
八
「
直
面
弼
俸
」
)

先
に
も
言
う
「
天
語
」
に
関
わ
る
話
し
で
あ
る
。
言
わ
れ
て
い
る
の
は
王
安
石
の
こ
と
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
し

た
い
の
は
、
富
弼
の
方
の
護
言
で
あ
る
。
彼
は
「
天
諸
」
読
を
擁
護
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
言
い
回
し
に
は
、

そ
の
擁
護
が
、
本
質

491 

論
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
読
の
採
用
が
ど
の
よ
う
な
現
質
的
数
果
を
も
つ
か
と
い
う
「
。フ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ッ
ク
」
な
観
貼
か
ら
痛
さ
れ
て
い
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る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
観
酷
か
ら
は
「
天
子
」
は
や
は
り
園
家
の
闘
数
た
る
に
過
ぎ
な
い
。

蘇
献
の
、
照
寧
四
年
二
月
の
日
附
け
を
も
っ
「
上
榊
宗
皇
帝
一
書
」

の
鋭
さ
で
嘗
時
の
皇
一
帝
理
解
・
意
識
の
危
機
朕
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
(
『
蘇
紙
文
集
』
袋
二
五
)
は
「
新
法
」
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
濁
特

M
A
臣
の
言
わ
ん
と
欲
す
る
所
の
者
は
三
。
陛
下
の
、
人
心
に
結
び
、
風
俗
を
厚
く
し
、
紀
綱
を
存
す
る
を
願
う
の
み
。

B
人
は
侍
む
所
有
ら
ざ
る
も
の
莫
し
。
人
臣
は
陛
下
の
命
を
侍
め
ば
故
に
能
く
小
民
を
役
使
し
、
陛
下
の
法
に
持
め
ば
故
に
能
く
強
暴
を
勝

服
す

C
人
主
の
侍
む
所
の
者
に
至
り
て
は
誰
な
る
輿
。
書
に
日
く
、
予
、
兆
民
に
臨
む
、
漂
乎
と
し
て
朽
索
の
六
馬
を
叡
す
る
が
若
し
、
と
。
天

下
に
人
主
よ
り
危
う
き
は
莫
き
を
言
う
也
。
衆
ま
れ
ば
則
ち
君
・
民
と
震
り
、
散
れ
ば
則
ち
仇
・
讐
と
震
る
。
家
・
散
の
問
、
一
急
麓
も
容

れ
ず
。
故
に
天
下
蹄
往
す
れ
ば
之
を
王
と
謂
い
、
人
各
々
心
有
れ
ば
之
を
濁
夫
と
謂
う
。
此
れ
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
、
人
主
の
侍
む
所

の
者
は
人
心
な
る
の
み
。
人
心
の
人
主
に
於
け
る
や
、
木
の
根
有
る
が
如
し
、
:
・
:
人
主
、
人
心
を
失
わ
ば
則
ち
亡
ぶ
。
此
れ
、
必
然
の

理
、
遺
る
可
か
ら
ざ
る
の
災
い
也
。
.
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D
是
を
以
て
君
子
は
未
だ
行
事
の
是
非
を
論
ぜ
ず
、
先
に
衆
心
の
向
背
を
翻
る
。
.

こ
こ
で
も
「
天
子
」
「
即
身
呪
物
」
と
い
う
停
統
主
義
的
な
権
威
附
け
は
掛
拭
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
存
立
は
一
に
係

っ
て
「
人
心
」
の
向
背

保
護
者
た
る
「
天
」
な
ど
ど
と
に
も
出
て
来
な
い
。

D
の
部
分
か
ら
見
れ
ば
「
人
心
」
と
は
「
人
気
」
に
他
な
ら
な
い
。
常
に
浮

に
あ
る
。

動
・
流
動
す
る
「
人
気
」

一
本
に
侍
ん
で
皇
一
帝
は
皇
帝
た
り
得
る
。
園
家
は
存
立
し
得
る
。
皇
帝
は
「
人
気
」
の
閥
数
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し

た
が
っ
て
常
に
絶
え
ざ
る
動
揺
の
う
ち
に
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の
皇
帝
理
解
、
園
家
理
解
で
あ
る
。

九

だ
が
目
の
前
に
皇
帝
は
存
在
し

」
の
皇
帝
の
存
在
を
以
て
の
み
園
家
は
統
一
瞳
と
し
て
機
能
す
る
。

」
の
制
度
を
覆
す
こ
と
は
出
来
な



ぃ
。
と
な
れ
ば
、
引
き
返
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
皇
帝
を
ど
う
存
立
附
け
る
の
か
。
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、

王

安
石
は
適
正
な
国
家
行
政
を
行
う
こ
と
に
そ
の
存
立
要
件
を
設
定
し
、
蘇
載
は
人
気
を
そ
ら
さ
な
い
こ
と
に
そ
の
存
立
要
件
を
設
定
し
た
。
彼

ら
の
言
葉
に
煮
詰
め
れ
ば
、

王
安
石
は
「
理
義
」
さ
ら
に
は
「
理
」
、
蘇
輯
は
「
人
心
」
で
あ
る
。

王
安
石
の
「
新
法
」
政
策
が
深
刻
な
批
剣
に
さ
ら
さ
れ
そ
の
存
躍
の
危
機
に
あ

っ
た
時
期
と
し
て
は
、

た
「
青
苗
法
」
に
批
判
が
相
縫
い
だ
照
寧
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
時
期
と
、
先
に
も
出
た
照
寧
六
年
か
ら
照
寧
七
年
、
王
安
石
が
宰
相
を

一
時
罷
め
る
に
至
る
時
期
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
時
期
も
批
判
側
の
心
情
に
は
「
人
心
を
失
う
」
と
い
う
危
機
意
識
が
あ

プ
た
。

「
新
法
」
の
皮
切
り
と
し
て
現
わ
れ

に
は
こ
の
奏
議
は
制
置
三
司
僚
例
司
に
付
さ
れ
、
検
討
の
結
果
、

照
寧
三
年
二
月
、
韓
埼
が
青
苗
法
批
判
の
奏
議
を
提
出
、
紳
宗
は
「
員
の
忠
臣
」
な
り
と
し
て
、
こ
の
奏
議
を
執
政
に
示
し
た
。
同
月
甲
申

七
僚
に
亙
る
反
駁
文
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
間
多
数
の
青
苗
法
批
判
の
章
疏
が

あ
り
、
紳
宗
は
こ
れ
を
王
安
石
に
付
し
て
い
た
が
、

ら
ざ
る
也
」
と
王
安
石
は
述
べ
、
神
宗
も
然
り
と
し
た
。
反
駁
文
は
王
安
石
自
身
の
作
成
に
係
る
と
さ
れ
る
。
韓
埼
は
さ
ら
に
逐
一

の
こ
の
反

(

叩

凶

)

駁
文
に
劃
す
る
駁
文
を
三
月
に
作
成
し
て
い
る
。
「
新
法
」
を
め
ぐ
る
「
政
治
闘
争
」
(
以
下
の
D
を
参
照
〉
も
こ
の
進
り
が
ピ
l
ク
で
あ

司
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
王
安
石
の
「
闘
争
」
接
貼
は
次
の
史
料
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
章
疏
、
惟
だ
韓
埼
の
み
排
ず
可
き
有
り
、
徐
人
は
絶
え
て
理
に
近
か
ら
ず
、
排
ず
可
か
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お
A
ハ
『
紀
事
本
末
』
巻
六
八
、
照
寧
三
年
三
月
丙
申
〉
:
:
:
上
因
り
て
蓋
諌
官
、
人
心
を
失
う
可
か
ら
ず
、

と
言
う
に
論
及
す
。

B
安
石
田
く
。
所
謂
「
人
心
を
得
」
な
る
者
は
、

理
義
有
る
を
以
て
す
。
理
義
な
る
者
は
乃
ち
人
心
の
悦
ぶ
所
。
濁
り
人
心
の
み
に
非
ず
、

天
地
鬼
神
に
至
る
ま
で
亦
た
然
り
。
先
王
能
く
山
川
の
鬼
神
を
し
て
亦
た
寧
ら
か
な
ら
.さ
る
こ
と
莫
か
ら
使
む
る
者
は
行
事
に
理
義
有
る

を
以
て
の
故
也
。
有
く
も
理
義
有
ら
ば
、
即
ち
周
公
四
閣
の
皆
な
叛
す
る
を
致
す
も
、
人
心
を
失
う
と
震
さ
ず
。
有
も
理
義
無
け
れ
ば
、

い
た

削
ち
王
葬
数
十
高
人
の
闘
に
詣
り
て
功
徳
を
頚
む
る
こ
と
有
る
も
、
人
心
を
得
る
と
痛
さ
ざ
る
也
。

C
官
日
・
:
:
上
又
た
安
石
に
識
し
て
梢
や
常
卒
法
を
修
改
し
以
て
衆
論
に
合
わ
せ
使
め
ん
と
す
。
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し
り
ぞ

D
安
石
田
く
。
陛
下
正
に
道
を
以
て
流
俗
に
勝
た
ん
と
せ
ば
、
戦
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
今
少
し
く
も
自
ら
御
け
ば
、
卸
ち
坐
し
て
流
俗
の
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(

川

口

)

勝
つ
所
と
漏
る
笑
。

B
の
王
安
石
の
言
は
『
孟
子
』
告
子
篇
上
の
「
心
之
所
同
然
者
何
也、

〈
引
用
2
ー

ω)
に
本
づ
く
。
そ
の
言
う
所
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

猶
第
象
之
慌
我
口
」

天
地
自
然
に
ま
で
贋
げ
ら
れ
た
世
界
に
お
け
る
普
遁
・

客
観
的
な
基
準
と
し

謂
理
也
、

義
也
、

-・
・
・
・
故
理
義
之
憤
我
心
、

て

「
理
義
」
を
提
出
し
、
こ
の
基
準
の
な
い
「
人
心
」

「
衆
論
」
は
「
流
俗
」
と
さ
れ
る
。
蘇
戟
の
「
人
心
」
論
は
ま
さ
に
「
流
俗
」
に
合
わ

せ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

王
安
石
が
政
策

・
言
説
・
人
物
の
適
正
さ
を
判
断
す
る
際
に

「
理
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
は
『
長
編
』
な
ど
の
史
料
を
辿
れ
ば
直
ち
に

了
得
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
は
衣
の
二
つ
を
奉
げ
て
お
く
。

36 

議
論
を
以
て
君
を
得
、

己
の
が
能
に
専
任
し
て
時
事
に
廃
か
な
ら
ず
。
而
る
に
叉
た
性
は
頻
る
率
易
、
軽
が
ろ
し
く
信
じ
て
同
ら
し
難
く
、
意
を
奉
げ
て
言
を
護

(『紀
事
本
末
』品
位
五
八
、
隈
寧
二
年
八
月
丙
午
、
活
純
仁
の
語
)
:
・
且
つ
執
政
・
王
安
石
は
文
撃
を
以
て
自
負
し
、

37 

(
『
長
編
』
巻
二
ご
二
、
照
寧
三
年
七
月
壬
辰
〉
:
:
:
上
嘗
て
王
安
石
に
調
い
て
日
く
、

て

は
理
を
燭
ら
す
こ
と
明
る
か
ら
ず
、
若
し
鼓
か
す
に
流
俗
を
以
て
せ
ば
、
即
ち
自
ら
守
る
能
わ
ず
、
と
。

(
鴻
)
京
は
卒
穏
な
る
に
似
る

と
。
安
石
田
く
、
京
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し
、
自
ら
謂
え
ら
く
「
理
に
中
る
」
と
。
:
:

。

皇
帝
を
「
理
」
に
位
置
づ
け
る
か
「
人
心
」
に
位
置
づ
け
る
か
は
、

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
天
子
」

「
聞
身
呪
物
」
と
い
う
幻
想
を

無
残
に
も
梯
拭
す
る
も
の
で
あ
る
。
皇
帝
自
身
は
こ
こ
で
嘗
然
な
が
ら
別
の
遁
を
捧
ぶ
。

例
え
ば
、
遊
行
・
凱
費
で
知
ら
れ
る
徽
宗
の
振
る
舞
い
も
、
「
天
子
」
性
を
排
拭
し
、

生
身
の
園
家
機
関
と
し
て
そ
の
身
の
芯
ま
で
を
「
理
」

や

「
人
心
」

へ
と
「
嘗
篤
」
附
け
ん
と
す
る
地
貼
か
ら

「
卸
身
呪
物
」
と
し
て
畏
怖
さ
れ
る

「
天
子
」

へ
と
掃
還
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た

と
畳
し
い
。



徽
宗
朝
の
政
策
で
目
立
つ
の
は
、

「
躍
」
制
度
の
整
備
と
元
結
の
黛
籍
で
あ
る
。

元
結
の
黛
籍
に
お
け
る
司
馬
光
な
ど
に
封
す
る
排
斥
の
根
擦
は
、

そ
の
「
不
敬
」

「
不
忠
」

「
歎
君
負
圏」

「
有
軽
視
人
主
之
意
」
な
ど

〈
『
紀
事
本
末
』
巻
=
二
〉
で
あ
っ
た
。

(
却
)

「
櫨
」
制
度
の
整
備
は
『
政
和
五
種
新
儀
』
の
編
纂
に
結
賞
す
る
。
こ
れ
と
関
わ

っ
て、

「
方
土
・
競
漢
津
」
の
設
が
採
用
さ
れ
て

九

鼎
」
が
鋳
造
さ
れ
、
祭
器
が
製
作
さ
れ
た
が
、
そ
の
基
準
尺
度
と
し
て
、

ま
さ
に
「
生
身
」
の
徽
宗
の
左
手
の
指
の
長
さ
が
使
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。『
紀
事
本
末
』
巻
二
ニ
五
、
徽
宗
皇
帝
「
大
愚
築
」
所
引
『
長
編
』
、
崇
寧
三
年
正
月
甲
辰
「
漢
津
今
欲
乞
請
、
聖
人
三
指
震
法
、
先
鋳
九

鼎
、
決
鋳
一
一
帝
坐
大
鐘
、
女
鋳
四
韻
清
盤
、
次
鋳
二
十
四
気
鍾
、
然
後
均
絃
裁
管
、
震
一
代
之
祭
。
詔
、
可
」
下
の
原
注
に
引
く
劉
痢
「
大
歳
祭

論
」
に
は

と
言
う
。
ま
た
大
親
元
年
(
ご

O
七
〉
十
一
月
壬
氏
、

八
賓
既
に
成
れ
ば
、
愛
か
に
前
比
無
く
、
殆
ど
天
の
授
く
る
所
、
人
の
能
く
震
す
に
非
ず
。
顧
み
る
に
何
の
徳
あ

っ
て
か
以
て
之
を
承
く

「
八
賓
」
の
成
っ
た
折
の
詔
に
は
、
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38 

漢
津
、
之
を
師
に
得
て
日
く
、
人
君
は
天
に
代
わ
り
て
物
を
理
む
れ
ば
、
其
の
菓
賦
す
る
所
、
必
ず
衆
と
異
な
る
。
:
・

39 

哉
。
夫
れ
制
し
て
之
を
用
う
る
は
、
其
の
人
に
存
す
。
天
人
相
因
は
、
自
然
の
理
。
以
て
志
を
烈
考
に
縫
ぎ
て
之
を
高
世
に
停
う
る
に
足

る
:
:
:
(
『
紀
事
本
末
』
巻
一
二
八
〉

と
言
う
。

い
ず
れ
も
嘗
時
の
「
天
」
に
よ
る
「
師
身
呪
物
」
化
へ
の
意
欲
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。

「
不
忠
」
が
大
々
的
に
宣
告
さ
れ
る
裏
に
は
、
有
能
な
科
奉
官
僚
た
ち
が
「
天
子
」
た
る
皇
帝
を
園
家
の
一
機
関
に
引
き
ず
り
降

ろ
し
た
こ
と
に
劃
す
る
隠
さ
れ
た
復
讐
心
が
働
い
て
い
た
と
魔
し
い
。
「
聞
身
呪
物
」
化
を
進
め
る
方
策
と
ま
さ
に
表
裏
一
睡
で
あ
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
不
敬
」

495 

我
々
が
見
て
き
た
「
政
治
闘
争
」
も
、
こ
こ
で
、
嘗
の
皇
帝
一
側
の
反
抗
を
も
引
き
出
し
て
、

一
巡
り
し
終
っ
た
、
と
い
う
感
が
あ
る
。
皇
帝
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制
の
許
で
は

」
の
問
題
が
決
着
す
る
こ
と
は
む
ろ
ん
な
い
。

『河
南
程
氏
遺
書
』
谷
第
二
上
に
興
味
深
い
一
僚
が
あ
る
。

元
盟
四
年
(
一

O
八
一
〉
の
封
西
夏
戦
で
の
敗
北
を
承
け
て
の
記
録
で
あ
る
。

程
明
道
・
伊
川
ど
ち
ら
の
語
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。

春
秋

・
戦
闘
時
代
、
小
園
は
大
固
に
挟
ま
れ
、
火
の
車
の
よ
う
な
紋
態
で
あ
?
た
が
、

40 

し
か
し
数
百
年
に
亙

っ
て
滅
亡
す
る
こ
と
な
く
自

ら
を
維
持
す
る
こ
と
が
十
分
出
来
た
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、

な
の
だ
。
以
後
の
世
は
こ
の
タ
ガ
が
な
く
な
り
、

回
の
畦
の
ご
と
く
、
医
切
り
が
あ
っ
て
そ
こ
で
タ
ガ
を
締
め
て
あ
司
た
か
ら

一
気
に
土
砂
崩
れ
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
を
抱
え
込
み
、
秩
序
が
崩
れ
れ
ば
、

一
気
に
崩
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
陳
渉
が
反
凱
を
起
こ
し
た
だ
け
で
、
天
下
は
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
て
し
ま
い
歯
止
め
が
な

い
く
さ

い
。
今
の
こ
の
堂
々
た
る
天
下
も
、
西
の
隅
の
戦
に
負
け
た
だ
け
な
の
に
、
朝
廷
は
芯
の
底
ま
で
震
え
上
が
っ
て
し
ま
う
。
全
く
。
結
局

の
と
こ
ろ
、
天
下
も
、
田
に
畦
あ
る
ご
と
く
、
各
部
分
が
区
切
ら
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
閉
め
ら
れ
て
お
れ
ば
、
そ
の
勢
い
を
破
壊
す
る
こ
と

み
ず
た

は
出
来
な
い
の
に
、
今
の
天
下
と
来
た
日
に
は
、
康
々
と
康
が
る
水
田
の
ご
と
く
、
人
が
波
を
起
こ
そ
う
と
し
て
も
箸
で
か
き
回
す
よ
う
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な
も
の
で
何
も
出
来
な
い
が
、

一
端
起
こ
る
と
な
れ
ば
上
を
下

へ
の
大
混
蹴
と
な
っ
て
も
う
手
に
負
え
ぬ
。
租
宗
の
徳
揮
仁
厚
の
お
か
げ

で、

百
有
除
年
に
亙
り
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
し
て
来
た
た
め
に
、
い
っ
と
も
知
れ
ず
人
の
心
は
骨
抜
き
と
な
り
終
わ
り
、

豪
傑
が
い
よ
う
と

も
活
躍
す
る
愛
想
も
な
い
。
今
の
天
下
は
、
静
か
に
そ
司
と
し
て
お
く
だ
け
、
揺
り
動
か
そ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
〈
一
時
柔
了
人
心
、
錐

有
豪
傑
、
無
筒
端
的
協
起
得
、
使
只
要
安
静
、
不
宣
使
揺
動
〉
。

夷
秋
と
て
、

や
は
り
相
手
が
大
き
過
ぎ
て
手
を
引
く
し
か
あ
る
ま
い
。
こ
こ
に
居

座
る
の
が
中
園
の
幸
福
と
い
う
こ
と
だ
。

(
中
華
書
局
『
二
程
集
』
、

一
九
八
一
、
四
三
頁
)

皮
肉
と
も
、
諦
め
と
も
取
れ
る
が
、
端
的
に
、
今
の
天
下
に
格
別
の
園
家
作
用
の
必
要
は
な
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
O
歳
の
王
安

石
は
な
お
「
行
政
」
作
用
の
必
要
は
認
め
た
が
、
こ
こ
で
は
「
統
治
」

「
行
政
」
の
雨
方
が
最
早
無
力
で
あ
り
、

む
し
ろ
不
要
と
し
て
捨
て
ら



れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
程
氏
が
「
雄
有
豪
傑
、
無
箇
端
侃
起
得
、
便
只
要
安
静
、
不
宜
使
捲
動
」
と
い
う
時
、
恐
ら
く
王
安
石
の
姿
、
彼
の
惹

き
お
こ
し
た
「
政
治
闘
争
」
の
様
が
そ
の
眼
前
に
浮
か
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。
皮
肉
に
し
か
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
こ
の
認
識
は
、
そ
の
巌
し
い

「
政
治
闘
争
」
の
結
果
で
あ
る
と
も
い
い
得
る
。
そ
し
て
遠
く
「
魯
迅
」
の
認
識
に
ま
で
繋
が
っ
て
行
き
そ
う
な
深
刻
さ
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

最
後
に
『
朱
子
語
類
』
か
ら
示
し
て
お
き
た
い
。

41 

今
の
世
に
二
弊
あ
り
。
法
弊
と
時
弊
で
あ
る
。
法
弊
の
方
は
、
全
て
を
改
め
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
思
う
程
に
は
難
し
く
な
い
。
時
弊
の

方
は
と
い
う
と
、
一
に
係

っ
て
人
如
何
の
問
題
だ
。
人
は
全
て
私
心
に
よ
っ
て
動
く
の
だ
か
ら
、
如
何
に
し
て
も
縫
え
得
な
い
。
嘉
枯
の

時
代
、
法
は
ダ
メ
に
な
っ
て
い
た
と
謂
う
こ
と
が
出
来
る
。

王
刑
公
は
程
な
く
こ
れ
を
す
司
か
り
襲
え
た
の
だ
が
、
別
の
弊
害
を
数
え
切

れ
ぬ
程
起
こ
し
た
。
そ
れ
も
、
人
を
出
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
っ

た
の
だ
。

(巻一

O
八
、
五
二
燦
〉

「
法
解
」
「
時
弊
」
の
議
論
は
、
陸
賛
の
「
均
節
賦
税
他
百
姓
六
篠
・
其
一
論
雨
税
之
弊
須
有
麓
革
」
に
「
凡
そ
其
の
積
弊
を
掻
わ
ん
と
欲
せ

ば
、
須
ら
く
弊
を
致
す
の
由
を
窮
む
べ
し
。
時
弊
な
れ
ば
則
ち
但
だ
其
の
時
を
理
す
の
み
。
法
弊
な
れ
ば
則
ち
全
て
其
の
法
を
革
う
:
:
:
」

(
『
隆
宣
公
集
』
巻
一
一
一
一
)
と
云
う
も
の
で
あ
る
。
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要
す
る
に
、
租
宗
の
法
に
因
り
な
が
ら
人
を
精
揮
し
て
行
け
ば
そ
れ
で
治
め
る
に
十
分
で
あ
る
。
人
を
揮
ぶ
こ
と
に
壷
き
る
。
花
淳
夫
の

『
唐
鑑
』
も
、
こ
の
よ
う
に
論
じ
、
現
在
の
郡
豚
制
に
因
っ
て
十
分
に
治
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
。
私
は
若
い
頃
い
つ
も
こ
の

沼
氏
の
議
論
を
程
度
が
卑
い
と
ば
か
に
し
、
有
簡
因
循
の
論
だ
と
考
え
た
も
の
だ
。

(各一

O
八
、
二

O
僚
。
)

し
か
し
今
に
な

っ
て
考
え
る
に
、
信
に
彼
の
云
う
通

り
だ
。

4
は
、
陸
費
の
議
論
と
王
安
石
の
経
験
と
を
要
約
し
、
こ
の
時
代
の
政
治
副
学
的
思
考
が
到
達
し
た
認
識
を
一示
す
。

「
人
は
み
な
自
分
の
利
害

で
動
く
」
。

「
人
を
鑓
え
る
こ
と
は
難
し
い
」
。
必
に
は
、
こ
の
認
識
が
、
朱
烹
自
身
の
経
験
を
経
て
獲
得
さ
れ
た
こ
と
が
一不
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
世
の
有
り
ょ
う
の
努
革
を
目
指
し
た
人
聞
の
挫
折
を
見
る
の
か
、
あ
る
い
は
厳
し
い
成
熟
を
見
る
べ
き
な
の
か
。

こ
こ
の
朱
煮
に
、
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恐
ら
く
は
雨
方
で
あ
ろ
う
。

位
と
同
じ
く
花
氏
の
『
唐
鑑
』
に
言
及
し
た
同
巻
一
六
僚
の
最
後
が
侍
え
る
呼
吸
は
こ
の
黙
で
お
も
し
ろ
い
。



498 

43 

「
:
:
:
菰
太
史
の
『
唐
鑑
』
の
議
論
は
大
旨
皆
な
人
を
得
る
こ
と
に
開
着
す
る。

私
は
は
じ
め
彼
の
こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
嫌
っ
て
い
た

が
、
後
に
思
い
返
し
て
見
れ
ば
、

そ
う
と
し
か
言
え
ん
」
。
又
た
云
わ
れ
た
、

「
革
弊
す
る
に
は
、
頭

っ
か
ら
や
ら
な
き
ゃ
あ
な

〈
草
弊
須

従
原
頭
理
舎
〉
」
。

て
推
進
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
黙
で
、

閣
家
は
人
の
思
惑
を
越
え
る
「
制
度
」
と
し
て
は
い
ま
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
べ
き
な
の
か
。
こ
の
間
い
を
一
気
に
裸
形
に
し

(

幻

)

王
安
石
を
「
革
命
家」

と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
な
ら
、
朱
烹
に
も
そ
の
気
味
合
い
は
あ
る
。
た

だ
ま
さ
に
王
安
石
を
ピ

l
ク
と
す
る
政
治
闘
争
と
そ
の
行
方
を
自
ら
の
経
験
と
し
て
問
い
返
し
な
が
ら
、
朱
烹
は
使
命
と
し
て
時
代
に
課
せ
ら

れ
た
「
出
現
革
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
捜
し
求
め
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

結

唐
代
、
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百
年
以
上
に
亙
り
、
「
治
」
が
「
理
」
に
避
け
ら
れ
た
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
持
っ
た
か
は
、
に
わ
か
に
は
測
り
難
い
問
題
で

あ
る
。
例
え
る
な
ら
、

E
匠
と
い
わ
れ
る
名
門
楽
園
の
指
揮
者
が
急
病
に
倒
れ
、
急
逮
立
て
ら
れ
た
気
鋭
の
若
手
が
、
買
は
す
で
に
襲
わ
り
つ

つ
あ
っ
た
聴
衆
の
噌
好
に
ま
さ
に
あ
っ
て
大
成
功
を
牧
め
た
、
と
い

っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

E
匠
は
復
聞
し
て
も
、
す
で
に
形
を
興
え
ら
れ

て
し
ま
っ
た
聴
衆
の
好
み
は
元
に
畏
ら
な
い
。

か
わ
っ
て
そ
の
気
鋭
が

E
匠
へ
の
道
を
歩
む
。

聴
衆
の
噌
好
に
は
っ
き
り
と
し
た
形
を
輿
え
る
の
は
指
揮
者
の
具
瞳
的
な
演
奏
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
演
奏
も
聴
衆
の
噌
好
の
饗
化
の
一
部

と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
指
揮
者
も
聴
衆
の
一
人
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
思
考
と
言
葉
と
の
関
係
も
そ
の
よ
う
な
相
互
形
成
の
閥
係
に
あ
ろ

ぅ
。
こ
と
は
寧
純
な
因
果
関
係
で
は
割
り
切
れ
な
い
。

し
か
し
相
互
形
成
閥
係
の
深
刻
さ
を
忘
れ
る
わ
け
に
も
行
か
な
い
だ
ろ
う
。

歴
史
に
「
も
し
」
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
事
態
の
深
刻
さ
を
想
像
す
る
た
め
に
は
、
決
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
こ
と
が
有
数
か
も
知

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
「
理
問
子
」
が
力
を
持
っ
て
い
た
あ
る
段
階
で

「
理
」
を
議
と
す
る
皇
一
一
帝
が
印
位
し
、
唐
の
故
知
に
習
っ
て
、
今
度
は
逆

に
「
治
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
な
る
。

「
理
事
」
は
「
治
事
」
に
な
る
。

「
性
即
理
」
は
「
性
問
治
」
に
な
る
。
あ
る
い
は
「
心
削
理
也
」



(
『
停
習
録
』
上
〉
は
「
心
削
治
也
」
に
な
る
、

な
ど
な
ど
。

と
ま
れ
、

る。
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註〈1
)

寺
地
建
「
五
代
北
宋
政
治
史
概
説
」
(
今
掘
誠
二
編
『
中
園
へ
の
ア

ブ
ロ
ー
チ
ー
ー
そ
の
歴
史
的
展
開
|
|
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
三
、
第

四
章
〉
「
一
は
じ
め
に
」
を
参
照
。
「
唐
宋
餐
革
論
」
が
唐
・
宋
聞

の
「
比
較
類
型
論
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
」
黙
を
批
判

し
、
こ
れ
に
「
政
治
史
研
究
」
の
立
場
を
針
置
し
、
そ
の
必
要
性
を
設

い
て
お
ら
れ
る
。

(

2

)

『
宮
崎
市
定
全
集
8
唐
』
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九
三
、
所
枚
『
大
唐

帯
園
』
(
河
出
書
房
、
一
九
六
八
〉
、
二
九
五
頁
。
ま
た
同
全
集
『
1
中

園
史
』
、
一
九
九
三
、
所
枚
『
中
園
史
』
〈
岩
波
書
広
、
一
九
七
七
、
七

八
〉
、
ニ
二
五
頁
。

(
3
)
(
1
〉
に
言
う
寺
地
氏
に
よ
る
「
政
治
史
」
の
強
調
を
参
照
。
本
来
政

治
的
な
意
味
合
い
の
強
い
「
天
」
「
理
」
な
ど
の
観
念
を
、
「
思
想

史
」
や
「
観
念
史
」
へ
と
限
定
し
て
理
解
す
る
研
究
が
現
在
多
く
見
ら

れ
る
が
、
そ
の
観
貼
の
制
約
か
ら
「
比
較
類
型
論
」
「
類
型
論
的
廃
遷

論
」
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
る
研
究
が
多
い
。
我
々
は
そ
れ
ら
の
翻
念
が
本

来
要
請
さ
れ
、
機
能
し
、
動
箔
し
て
い
た
「
政
治
史
」
「
政
治
聞
手
」

「
政
治
皐
的
思
考
」
の
個
別
過
程
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

4

)

例
え
ば
、
『
准
南
子
』
原
道
訓
「
夫
能
理
三
苗
」
の
高
誘
注
。

〈
5
)

例
え
ば
、
岡
田
英
弘
『
世
界
史
の
誕
生
』
、
ち
く
ま
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

一
九
九
二
、
ニ
一
一
頁
。

ま
こ
と
に
に
わ
か
に
は
測
り
難
い
と
以
外
言
い
よ
う
が
な
い
事
態
で
あ

(

6

)

『
読
文
解
字
』
な
ど
に
は
「
A
、
B
貌
」
や
「
A
、
B
喜
也
」
と
い

う
定
型
的
な
言
い
方
が
現
わ
れ
る
。
ま
た
例
え
ば
、
朱
曹
関
『
大
皐
章

句
』
、
「
大
皐
之
道
、
在
明
明
徳
」
の
注
に
「
明
、
明
之
也
」
と
。
「
他

動
詞
で
あ
る
」
と
の
注
揮
で
あ
る
。

(

7

)

個
別
の
古
典
に
つ
い
て
の
語
集
を
ま
と
め
る
『
詞
奥
』
が
現
在
陵
績

と
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
「
品
詞
分
析
」
を
明
確
に
し
て
い
る
も
の
は

案
外
少
な
い
。
中
で
は
、
張
隻
様
・
股
園
光
・
陳
情
岬
著
『
呂
氏
春
秋
詞

典
」
、
山
東
数
育
出
版
社
、
一
九
九
三
、
が
こ
の
貼
に
力
を
入
れ
た
も

の
と
し
て
参
考
に
な
る
。
最
近
完
成
し
た
『
漢
語
大
詞
典
』
に
も
品
詞

分
析
は
な
い
。

(
8
)
(
7
〉
に
言
う
『
呂
氏
春
秋
詞
奥
』
(
一
一
頁
)
で
は
、
こ
の
よ
う
な

例
は
「
形
容
詞
」
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
の
分
析
に
よ
れ
ば
、

『
呂
氏
春
秋
』
で
は
「
治
」
は
一
七
五
例
、
う
ち
動
詞
一

O
四
例
、
形

容
詞
七
一
例
。
我
々
の
用
語
で
は
全
て
「
用
言
」
で
あ
る
。

(

9

)

木
下
銭
夫
『
「
清
朝
考
査
皐
」
と
そ
の
時
代
』
、
創
文
社
、
一
九
九

六
、
二
五
・
一
四
三
頁
を
参
照
。

(閉山〉

(
7
X
8
)
に
言
う
『
呂
氏
春
秋
詞
奥
』
(
一
四
頁
)
で
は
、
「
理
」

は
七
三
例
、
う
ち
動
詞
が
五
例
、
名
詞
が
六
八
例
、
で
あ
る
。

(
日
〉
呂
恩
勉
『
惰
唐
五
代
史
』
下
、
第
二
十
一
章
「
惰
唐
五
代
皐
術
」
第

ニ
節
「
文
字
」
(
上
海
古
籍
出
版
位
、
一
九
八
四
新
一
版
、
一
九
五
九

- 59一
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第
一
版
、
二
一
七
八
頁
)
を
参
照
。
「
何
説
自
得
其
同
県
」
と
何
，毅
門
の

訟
を
支
持
し
、
「
理
之
輿
治
、
代
之
輿
世
、
今
人
下
筆
、
猶
是
相
治
、

不
能
護
復
唐
以
前
之
蓄
、
亦
習
熟
震
之
也
」
と
言
う
。

(
ロ
)
以
下
に
扱
う
問
題
の
全
般
的
な
見
取
り
と
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、

小
島
毅
「
宋
代
天
諮
論
の
政
治
理
念
」
(
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」

第
百
七
加
、
一
九
八
八
〉
、
「
郊
杷
制
度
の
蟹
遜
」
(
向
上
第
百
八
加
、

一
九
八
九
〉
、
「
天
子
と
皇
帝
1
1
1
中
華
一
帝
一
閣
の
祭
杷
鐙
系
」
(
松
原

正
毅
編
『
王
権
の
位
相
』
、
弘
文
堂
、
一
九
九
て
所
枚
)
に
詳
し
い
。

(
日
〉
以
下
、
内
山
俊
彦
「
王
安
石
思
想
初
探
」
(
「
日
本
中
園
皐
曾
報
」

一
九
集
、

一
九
六
七
〉
、
寺
地
遜
「
天
人
相
闘
読
よ
り
み
た
る
司
馬
光

と
王
安
石
」
(
「
史
穆
雑
誌
」
七
六
|

一
O
、
一
九
六
七
)
、
「
欧
陽
備

に
お
け
る
天
人
相
開
設
へ
の
懐
疑
」
(
「廉
島
大
皐
文
皐
部
紀
要
」
一
一

八
|
一
、
一
九
六
八
)
を
参
照
。

(

M

)

「
度
支
副
使
膝
壁
題
名
記
」
は
、
(
日
)
に
言
う
寺
地
氏
「
天
人
相

開
設
よ
り
み
た
る
司
馬
光
と
王
安
石
」
五
一
頁
下
段
、
土
田
健
次
郎

「
玉
安
石
に
お
け
る
壊
の
構
造
」
(
『
宋
代
の
知
識
人
|
|
思
想
・
制

度

・
地
域
社
禽
』
、

汲
古
書
院
、
一
九
九
三
、
所
牧
)
二
二
頁
、
吾
妻

重
二

「王
安
石
『
周
官
新
義
』
の
考
察
」
〈
小
南
一
郎
編
『
中
園
古
代

膿
制
研
究
』
、
京
都
大
皐
人
文
科
察
研
究
所
、
一
九
九
五
〉
五
四
九
頁
、

な
ど
が
引
い
て
論
じ
る
が
、
我
々
が
注
目
し
た
「
:
・
蓋
特
挽
而
己

耳
」
の
部
分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
王
安
石
に
お
け
る
君
主
紹
封
化
と

い
う
前
提
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
下
註
(
日
〉
参
照
。

(
江
川
)
寺
地
選
氏
は
「
南
宋
政
権
確
立
過
程
研
究
究
書
」
(
「
庚
島
大
島
一
文

拳
部
紀
要
」
第
四
二
省
特
輯
鋭
、
一
九
八
二
)
二
五
頁
で
「
皐
帝
は
緒

紳
の
公
論
に
従
う
べ
し
と
す
る
皇
帯
機
関
説
的
見
解
」
と
い
う
言
い
方

を
示
さ
れ
た
。
小
林
義
康
氏
は
こ
れ
を
承
け
て
、
「
欧
陽
筒
に
お
け
る

歴
史
叙
述
と
慶
暦
の
改
革
」
(
「
史
林
」
六
六
|
四
、
一
九
八
一
二
)
五

七
頁
で
「
い
わ
ば
こ
の
考
え
は
、
『
皇
一
帝
機
関
設
』
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
皇
帝
は
怒
意
を
排
し
て
臣
民
の
動
向
に
従
っ

て
判
断
を
下
す
公
正
無
私
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
。
」
と
さ

れ
、
「
『
濃
議
』
小
考
」
(「
東
海
大
皐
紀
要
文
皐
部
」

Hus-
z
p
E、

一
九
九
一
〉
八
六
(
四
一
)
頁
で
は
「
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
輿

論
に
従
っ
て
剣
断
を
下
し
至
公
性
を
重
視
す
る
君
主
を
戴
く
閣
家
像

と
は
、
い
わ
ば
『
由
喜
一
常
機
関
設
』
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か。
L

、
八
五
(
四
一
一
)
頁
で
は
「
官
僚
の
輿
論
を
基
底
と
し
て
、
そ
の

上
に
至
公
H

倫
理
的
天
子
を
裁
く
『
皇
一帝
機
関
設
』
」
と
い
う
言
い
方

を
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
る
こ
の
語
の
使
用

は
、
司
馬
光
や
王
安
石
の
皇
帝
理
解
如
何
に
ま
で
及
ん
で
、
小
林
氏
の

分
析
を
混
飢
さ
せ
る
元
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
日
本
に

お
い
て
「
皇
帝
機
関
設
」
と
言
え
ば
、
蛍
然
か
の
「
天
皇
機
開
設
」
の

言
い
換
え
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
言
う
な
ら
、
「
輿

論
」
の
関
数
と
な
る
こ
と
を
以
て
「
機
関
設
」
の
定
義
と
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
「
天
皇
機
関
設
」
と
は
端
的
に
は
「
園
家
法
人
設
」
で
あ

る
(
小
林
直
樹
『
態
法
講
義
』
、
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
七
八
改
訂

版
、
第
一
章
・
二
一
章
)
。
歴
史
分
析
に
用
い
る
の
で
あ
る
か
ら
殿
密
に

適
態
し
過
ぎ
て
議
論
の
徐
地
を
奪
う
の
も
よ
く
な
い
と
思
う
が
、
や
は

り
「
機
関
設
」
は
「
輿
論
に
従
う
」
と
い
う
レ
ベ
ル
と
は
区
別
さ
れ

る
、
園
陸

・
図
法
レ
ヘ
ル
で
の
用
語
と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
次
註

(
は
む
に
も
関
わ
る
。

〈日山〉

(

1

)

に
言
う
「
五
代
北
宋
政
治
史
概
説
」

で
、
寺
地
氏
は

「
王
安
石
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の
政
治
理
論
の
特
色
は
、
ま
ず
君
主
の
権
威
の
紹
封
化
に
あ
っ
た
。
皇

帝
を
至
上
の
存
在
と
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
皇
権
主
義
と
名
附

け
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
」
(
一
二
二
頁
〉
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
論
調
は
大
旨
の
論
者
に
共
通
す
る
が
、
我
々
の
今
の
分
析
と
は
矛

盾
す
る
。
考
慮
す
べ
き
貼
を
二
つ
奉
げ
て
お
く
。

ω皇
一
帝
の
ポ
ス
ト
の

紹
針
化
と
生
身
の
皇
帝
の
紹
針
化
と
は
区
別
さ
れ
る
。
人
主
に
友
達
の

よ
う
な
口
の
き
き
方
を
す
る
と
司
馬
光
は
王
安
石
を
非
難
し
て
い
る

(
「
輿
王
介
甫
書
」
、
『
全
宋
文
』
二
八
加
、
三
七
三
頁
)
な
ど
。

ω革

命
的
な
第
革
を
目
指
す
王
安
石
に
と
っ
て
は
、
政
治
闘
争
を
勝
ち
抜
く

た
め
に
も
、
紳
宗
を
看
板
と
す
る
強
力
な
「
臨
時
革
命
政
府
」
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
次
註
(
口
〉
を
参
照
。

(
げ
)
王
瑞
来
校
補
『
宋
宰
輔
編
年
銭
校
補
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
六
)

各
首
「
宋
宰
輔
編
年
録
研
究
」
「
図
、
乗
論
宋
代
相
纏
」
の
「
六
、
宰

相
封
自
主権
的
限
制
」
は
「
宋
代
、

皇
帝
の
権
力
は
至
高
無
上
で
は
な
く

多
く
の
面
で
宰
相
の
限
制
を
受
け
て
い
た
」
と
述
べ
、
六
僚
を
奉
げ
て

論
ず
る
。
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

(
国
)
『
資
治
通
鑑
長
編
紀
事
木
末
』
径
六
八
「
青
苗
法
上
」
に
よ
る
。
韓

曲
川
の
奏
議
は
、
『
全
宋
文
』
二

O
加
、
二
=
三
頁
、
「
乞
罷
青
苗
及
諸

路
提
琴
官
奏
」
。
制
置
三
司
篠
例
司
の
反
駁
文
は
、
『
宋
舎
要
輯
稿
』

一
二
二
所
、
食
貨
四
之
二
四
。
た
だ
し
前
後
、
錯
葉
が
あ
り
、
四
之
二

四
よ
り
四
之
二
三
に
繍
き
四
之
二
五
に

も
ど
る
。
韓
碕
の
再
駁
は
、

『
全
宋
文
』

二
O
加、

二
四
五
頁
、
「
叉
論
罷
青
苗
疏
」
。

501 

(
川
口
)
『
紀
事
本
末
』
は
、
文
海
出
版
社
「
宋
史
資
料
掌
編
第
二
輯
」
所

牧
、
光
緒
十
九
年
庚
雅
書
局
刊
刻
の
影
印
に
よ
る
。

B
に
出
て
く
る

「
理
義
」
は
そ
れ
で
は
「
義
理
」
に
作
る
。
『
孟
子
』
告
子
上
を
踏
む

の
で
あ
る
か
ら
、
「
理
義
」
と
す
る
の
が
安
省
で
あ
ろ
う
。
『
繍
資
治

通
鑑
長
編
拾
補
』
巻
七
も
こ
こ
を
引
く
に
「
理
義
」
に
作
る
。

(
初
)
小
島
毅
「
宋
代
の
国
家
祭
杷
|
|
『
政
和
五
雄
新
儀
』
の
特
徴
|
|
」

(
池
田
温
編
『
中
園
種
法
と
日
本
律
A
官
制
』
、
東
方
帝
国
席
、
一
九
九

二
、
所
牧
〉
を
参
照
。

(
幻
)
「
革
命
家
」
と
い
う
言
い
方
は
、
彼
の
行
動
の
外
的
要
件
を
詰
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
言
わ
れ
る
よ
り
は
、
そ
の
人
閲
に
看
取
さ
れ
る
「
相

貌
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
我
々
が
王
安
石
を
そ
う
呼
び

た
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
形
で
響
く
彼
の
「
笑
い
撃
」
に
よ
っ
て
で
あ

る
。
王
安
石
を
決
定
的
に
闘
争
的
に
し
て
し
ま
っ
た
と
後
に
程
伊
川
が

述
べ
た
(
『
河
南
程
氏
遺
書
』
径
二
上
〉
、
中
書
省
で
の
王
安
石
と
張
敵

と
の
争
い
を
俸
え
る
『
長
編
』
各
一
一

一
O
、
問
問
寧
三
年
四
月
壬
午
の

係
、
「
同
国
既
に
上
疏
す
。
叉
た
中
書
に
詣
り
て
力
争
す
。
辞
気
甚
だ
腕

し
。
(
曾
〉
公
一
売
、
附
首
し
て
答
え
ず
。
安
石
は
扇
を
以
て
面
を
掩
い

て
笑
う
。
輔
副
怒
り
て
日
く
、
参
政
、
部
を
笑
う
、
時
国
も
亦
た
参
政
の
篤

す
所
を
笑
う
、
出
旦
に
但
だ
に
叡
笑
う
の
み
な
ら
ん
、
天
下
誰
か
笑
わ
ざ

る
者
ぞ
、
と
。
」
安
石
に
は
い
つ
も
「
御
破
算
で
願
い
ま
し
て
は
」
で
物

7
y
ヲ

7
y
・
テ
H
V
J
7
ル

を
見
つ
め
る
「
俵
借
な
き
子
供
」
の
目
が
あ
る
、
と
言
い
得
ょ
う
か
。
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FEAST OF ANCESTORS IN ＹＩＮ･ZHOU 殷周PERIOD

Hayashi Minao

　　　

From Yin to Han, not ａfew ruins of ancestraltemple were ｅχcavated.

However, there is none which show archaeologicalevidence to make one

imagine the way of use of these buildings. Yanshi Erlitou 優師　二里頭

building no. 2 0f Erlitou Ill stage is ｅχceptional　inthis point.　０ｎ ａ

basement of pounded earth surrounded by earthen wall, a big tomb was dug.

In front of it, a building was found.　The ground of court, especially

around the tomb and the building was trodden hard, showing long ｕｓｅ･

This is the palace of the man buried in the tomb.　Food and clothing

must be offeredhere as in Han time. And important event took place here

for generations. This kind of building is also known at tomb of Fu Hao

婦好墓of late Yin period at Anyang安陽. In Western Zhou bronze

inscription, we find many name of so-and-so'spalace, where politicalevent

took place. These palaces were proved by Tang Ｌａｎ唐蘭to be the ｍｉａｏ

(Ancestral temple). In Yin and Zhou bronze inscription we read“ｌmade

thisso-and-so'svessel of dailyｕsｅ". These vesselsmade by son were used

for filialduty. Ｈｅｏ仔eredto his own father food and drink, and vessels

were placed in the building close to his father'stomb.　After death,these

bronze vessels were buried in his tomb. For what purpose ？　To let him

continue his filialduty in his tomb.

FROM “ZHI 治”TO“LI 理”：ＡCHANGE IN THE KEY TERM

OF POLITICAL THINKING IN THE TANG-SONG唐宋PERIOD

KiNOSHITA Tetsuya

　　

It can be contended that one's politicalthinking is based on one's

fundamental understanding of the function　of the state in regard to its

society and people.　The function of the state can generally be divided

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－



into two distinctive aspects: to reign and to rule.　This distinction is

exemplified in the adage “the British sovereign reigns, but does not rule”.

　　

In Chinese classics, the term usually used to designate the function of

the state is“ｚhi”，which can comprise both the meanings of“to reign” and

“to rule”，with greater emphasis usually placed on the former.

　　

For many reasons, the administrative function of the state developed

highly and became more dominant during the Tang dynasty.　It was

around that time that Emperor Gao-zong高宗acceded to the throne.

Simply because his first name was “ｚhi”,use of this character became

prohibited for the following one-hundred and fifty years, and the character

“li”was adopted in　its place.　The character “li”is used　in Chinese

classical literature as both ａ noun　and ａ･ verb to denote the concept of

“ruling”.

　　

It was mostly by accident that the word “1i”superseded the word“ｚhi”

as the key term of political thinking in China. However, this shift in

effect served better to describe the administrative function, which was at

that time becoming more and more important to the state.

　　

This paper aims to illuminate the terminological and practical changes

that occurred in the political function of the state with reference to the

writings of Lu Zhi 陸贅，Ｗａｎｇ Anshi 王安石, and Zhu Xi 朱熹．

“INHERITANCE'ﾀAS SEEN IN THE HUIZHOU 徽州

　　　　　　　　

DEEDS AND CONTRACTS

Usui Sachiko

　　　

In a previous article.パKiｓｈｕ　ni ｏｋｅｒｕkaｓａｎｈｕｎｋａtｓｕ［The Division

of Family Property in Ｈｕiｚhoｕ］”（ＫｉｎｄａｉＣｈｕｅｏｈｕNo. 25, October 1995),

l eχamined the special characteristics of the lineage (zongzび宗族) and the

family (jiazu家族）ｉｎ Huizhou by looking at the methods through which

families actually divided their property.　Using the Huizhou deeds and

contracts

　

as

　

a source, this article ｅχamines the methods, purposes and

processes for the selection of heirs in　cases　in　which　there ｅχisted　no
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